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音声版「声の県議会だより」および「点字版県議会だより」も作成しています

県民全員で力を合わせ、再び平穏な生活を

　新型コロナウイルス感染症によりお亡くなりになられた
方々に謹んでお悔やみ申し上げますとともに、罹患された
方々、影響を受けられた方々に心より御見舞い申し上げます。
　県議会としても、県民の皆様の安全・安心を守るため、
感染拡大の防止、必要な支援に全力で取り組んでまいります。

1 人ひとりの安心・安全な生活を守るために

◆毎日のうがい・手洗い・咳エチケットを心掛けましょう。

◆密閉・密集・密接した空間を避けるとともに、不要不急の外出
　を控えましょう。

◆不当な差別・偏見につながらないよう、相手の立場に配慮した
　言動を心掛けましょう。

　

令
和
二
年
第
一
回
定
例
会
は
、
二
月
二
十

七
日
か
ら
三
月
二
十
四
日
ま
で
二
十
七
日
間

の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

議
案
は
、
議
員
な
ど
か
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
強
化
を
求
め
る
意

見
書
な
ど
、
知
事
か
ら
、
令
和
二
年
度
茨
城

県
一
般
会
計
予
算
な
ど
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
同
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て
は
、

防
災
環
境
産
業
委
員
会
で
の
審
査
の
結
果
、

否
決
さ
れ
、
そ
の
後
の
予
算
特
別
委
員
会
に

お
い
て
減
額
修
正
案
が
提
出
・
可
決
さ
れ
、

本
会
議
に
お
い
て
修
正
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

代
表
質
問
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
へ
の
対
応
、
県
北
振
興
、
災
害
発
生
時

に
お
け
る
迅
速
な
初
動
体
制
な
ど
の
項
目
に

つ
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。（
二
～
三
面
）

　

一
般
質
問
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
拡
大
に
伴
う
臨
時
休
校
要
請
へ
の
対

応
、
気
候
非
常
事
態
を
踏
ま
え
た
地
球
温
暖

化
防
止
対
策
の
推
進
な
ど
の
項
目
に
つ
い
て

行
わ
れ
ま
し
た
。（
四
～
六
面
）

　

各
常
任
委
員
会
で
は
、
付
託
議
案
の
審
査
、

そ
の
他
所
管
事
務
に
関
す
る
質
問
を
行
い
、

つ
く
ば
霞
ヶ
浦
り
ん
り
ん
ロ
ー
ド
の
魅
力
づ

く
り
、
ア
ク
ア
ワ
ー
ル
ド
茨
城
県
大
洗
水
族

館
新
館
整
備
事
業
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
へ
の
今
後
の
対
策
、
令
和
元
年
東
日

本
台
風
に
よ
り
被
災
し
た
河
川
の
復
旧
状
況

な
ど
を
議
論
し
ま
し
た
。（
八
～
九
面
）

　

予
算
特
別
委
員
会
で
は
、
学
校
給
食
の
安

定
供
給
へ
向
け
た
対
応
、
摂
食
障
害
の
相
談

窓
口
の
周
知
、
ア
ク
ア
ワ
ー
ル
ド
茨
城
県
大

洗
水
族
館
新
館
整
備
事
業
な
ど
の
質
疑
を
行

い
ま
し
た
。（
七
面
）

　

今
回
の
定
例
会
で
は
、
予
算
、
条
例
、
人
事
、

報
告
、
意
見
書
な
ど
の
九
十
一
件
の
議
案
が

可
決
、
修
正
可
決
、
同
意
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

※代表質問（2〜３面）、一般質問（4〜6面）、各常任委員会（8〜9面）については、県内での新型コロナウイルス感染者が確認されるより以前に行われたものです。

第
一
回
定
例
会
の
概
要
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第１回定例会の
主な日程議

員　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
衰

え
を
見
せ
て
い
な
い
が
、
必
ず
制
圧

で
き
る
も
の
と
確
信
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
県
民
が
不
安
を
抱
い
て

お
り
、
本
県
で
は
受
け
入
れ
た
二
十

名
を
超
え
る
感
染
者
の
う
ち
、
既
に

九
名
が
退
院
し
た
と
い
う
報
告
も
あ

る
が
、
今
後
、
感
染
拡
大
に
対
す
る

県
民
の
安
全
確
保
と
、
感
染
防
止
に

ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
。

知
事　

私
を
本
部
長
と
す
る「
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本

部
」
を
設
置
し
、
児
童
・
生
徒
、
保

護
者
へ
の
対
応
を
適
切
に
行
う
こ
と

を
は
じ
め
、
全
庁
一
丸
と
な
っ
て
対

策
を
と
る
よ
う
指
示
し
た
と
こ
ろ
。

　

引
き
続
き
感
染
症
に
関
す
る
適
切

な
情
報
提
供
に
努
め
る
と
と
も
に
、

検
査
や
入
院
医
療
体
制
を
強
化
す
る

な
ど
感
染
拡
大
防
止
に
向
け
て
全
力

で
取
り
組
ん
で
い
く
。

議
員　

中
小
企
業
の
休
廃
業
リ
ス
ク

に
対
応
し
た
事
業
継
承
対
策
は
、
財

政
健
全
化
の
一
環
と
し
て
有
効
で
は

な
い
か
と
考
え
る
が
、
財
政
健
全
化

に
向
け
、
ど
の
よ
う
な
考
え
で
事
業

の
選
択
を
行
っ
た
の
か
。

知
事　

県
で
は
、
従
来
の
中
小
企
業

の
事
業
承
継
施
策
か
ら
一
歩
踏
み
込

み
、
Ｍ
＆
Ａ
※2

に
よ
る
第
三
者
承
継

を
促
進
す
る
ほ
か
、
高
度
な
ス
キ
ル

を
持
っ
た
人
材
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
支

援
、
新
規
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
チ
ャ
レ
ン

ジ
促
進
な
ど
、
新
し
い
施
策
に
ス

ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
積
極
果
敢
に
取

り
組
む
こ
と
に
よ
り
、
本
県
産
業
の

競
争
力
強
化
を
図
り
、
健
全
で
持
続

的
な
財
政
運
営
を
進
め
て
い
く
。

議
員　

水
産
資
源
の
回
復
が
見
通
せ

な
い
状
況
に
、
県
内
の
漁
業
者
が
不

安
を
抱
い
て
い
る
。
資
源
回
復
に
資

す
る
新
た
な
漁
業
再
生
の
方
策
に
つ

い
て
、
新
た
な
栽
培
漁
業
の
取
り
組

み
の
考
え
方
を
含
め
、
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

知
事　

資
源
変
動
に
左
右
さ
れ
ず
、

安
定
出
荷
が
可
能
な
養
殖
業
の
導
入

を
、「
つ
く
り
育
て
管
理
す
る
漁
業
」

と
並
ぶ
、
本
県
水
産
振
興
の
も
う
一

つ
の
柱
と
す
べ
き
と
考
え
て
お
り
、

来
年
度
は
、
新
た
な
養
殖
産
業
の
創

出
を
目
指
し
、
基
本
構
想
を
策
定
し

て
い
く
。
本
県
は
我
が
国
有
数
の
水

産
県
で
あ
り
、
儲
か
る
漁
船
漁
業
を

実
現
す
る
と
と
も
に
、
将
来
的
に
は

養
殖
産
業
の
拡
大
を
図
り
、
本
県
漁

業
の
成
長
産
業
化
を
促
進
し
て
い
く
。

議
員　

本
県
の
自
動
車
盗
難
事
案
は
、

認
知
件
数
、
犯
罪
率
と
も
に
全
国

ワ
ー
ス
ト
で
あ
る
が
、
検
挙
件
数
が

全
国
ト
ッ
プ
と
の
結
果
を
出
し
て
い

る
。
そ
こ
で
、
犯
罪
発
生
時
に
的
確

な
対
応
の
取
れ
る
体
制
の
整
備
な
ど
、

自
動
車
盗
難
事
案
の
取
り
組
み
を
ど

う
進
め
て
い
く
の
か
。

警
察
本
部
長　

令
和
二
年
度
の
組
織

改
編
で
、
所
管
す
る
捜
査
第
三
課
の

増
員
や
外
国
人
犯
罪
に
対
応
す
る
国

際
捜
査
課
の
新
設
の
ほ
か
、「
情
報

分
析
支
援
シ
ス
テ
ム
」
の
活
用
に
よ

る
効
果
的
な
事
件
分
析
や
装
備
資
機

材
の
設
置
推
進
な
ど
、
今
後
と
も
検

挙
率
の
向
上
を
図
る
た
め
、
警
察
の

組
織
力
を
発
揮
し
、
巧
妙
化
す
る
自

動
車
盗
組
織
の
検
挙
対
策
を
強
力
に

推
進
し
て
い
く
。

議
員　

い
じ
め
の
根
絶
に
は
、
ま
さ

に
社
会
総
が
か
り
で
対
策
を
展
開
す

る
こ
と
が
不
可
欠
と
考
え
る
が
、「
茨

城
県
い
じ
め
の
根
絶
を
目
指
す
条

例
」
の
今
年
四
月
か
ら
の
施
行
を
踏

ま
え
、
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

教
育
長　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
相
談

窓
口
の
開
設
日
数
の
拡
充
や
、「
生

徒
指
導
推
進
室
」
を「
生
徒
指
導
・

い
じ
め
対
策
推
進
室
」
に
改
め
、
専

任
の
職
員
を
増
員
す
る
な
ど
と
と
も

に
、
関
係
機
関
な
ど
と
の
連
携
強
化

を
図
る
な
ど
、
本
条
例
の
基
本
理
念

に
あ
る
と
お
り
、
社
会
総
が
か
り
で

い
じ
め
の
根
絶
に
全
力
で
取
り
組
ん

で
い
く
。

（
ほ
か
に
、
い
ば
ら
き
の
産
業
集
積

に
資
す
る
港
湾
の
整
備
、
公
文
書
の

管
理
保
存
な
ど
も
質
問
）

福地　源一郎 議員
いばらき自民党
日 立 市 選 出  

一括方式

　

議
員
は
次
の
い
ず
れ
か
の
質
問
方

式
を
選
択
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。

○
一
括
方
式

　

質
問
項
目
全
て
に
つ
い
て
一
括
し

て
質
問
し
、
一
括
し
て
答
弁
を
求

め
る
方
式
。

○
分
割
方
式

　

質
問
項
目
ご
と
に
分
割
し
て
質
問

し
、
そ
の
都
度
、
答
弁
を
求
め
る

方
式
。

質
問
方
式
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
へ
の
対
応

水
産
資
源
復
活
へ
の
取
り
組
み

財
政
健
全
化
と
事
業
の
選
択

自
動
車
盗
難
事
件
等
へ
の
対
応

茨
城
県
い
じ
め
の
根
絶
を
目
指
す

条
例
へ
の
対
応

ことば ※1【代表質問】…会派を代表して行う質問を代表質問といい、茨城県議会の場合には、４人以上の会派が代表質問を行うことができる。なお、議員個人の立場で行う質問を一般
質問という。

※2【M&A】…Mergers and Acquisitionsの略語。企業の合併・買収の総称で、近年では中小企業などにおける事業規模の拡大や事業の承継などを目的として行われることもある。

　県議会のホームページでは、これまでに開催さ
れた各定例会における、知事の提出議案説明、各
会派議員の代表質問、一般質問、予算特別委員会
質疑などの様子を録画中継でご覧いただくことが
できます。
　議会活動を文字で読むだけではなく、議場にお
ける各議員の質問・質疑の様子を映像と音声で見
聞きすることで、県政で議論されている問題を、
より身近に感じていただけます。
　県議会の録画中継は、以下のＵＲＬ又はＱＲコー
ドからご覧いただくことができます。

県議会の録画中継をご覧いただけます

※ＱＲコードは㈱デンソーウェーブの登録商標です。

ＱＲコードを掲載しました
　代表質問者（2面）、一般質問者（4面）、予算特別委員会質疑者（7面）
および4月臨時会代表質疑者（12面）にＱＲコードを掲載しました。
こちらから質問などの録画映像がご覧になれます。

新たな養殖産業の創出を目指して

３
月
３
日（
火
）

福ふ
く
ち地

源げ
ん
い
ち
ろ
う

一
郎
（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

３
月
４
日（
水
）

齋さ
い
と
う藤

英ひ
で
あ
き彰（
県
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
）

高た
か
さ
き崎
　
　

進
す
す
む（
公　
　

明　
　

党
）

●
質
問
者

代表質問※1（要旨）

　令和2年第1回定例会は、以下の会期
日程で開催されました。

■２月27日（木）　 本　　会　　議
（開会、知事提出議案説明）

■３月３日（火）　 本　　会　　議

　　　４日（水） （代表質問・質疑）

■３月５日（木）

　　　６日（金）　 本　　会　　議

　　　９日（月） （一般質問・質疑）

　　　10日（火）

■３月12日（木）　 常 任 委 員 会

　　　13日（金）

■３月17日（火）　 本　　会　　議
（予算関係議案常任委員長報告等）

■３月18日（水）　 予算特別委員会

　　　19日（木）

■３月24日（火）　 本　　会　　議
（委員長報告、採決、閉会）

議
場
で
の
質
問
の
様
子
は
、

こ
ち
ら
か
ら
録
画
映
像
で

ご
覧
に
な
れ
ま
す

https://ibaraki-pref.stream.jfit.co.jp/

県議会ホームページ
（録画中継コーナー）
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代表質問（要旨）

 

県
北
振
興

議
員　

県
は
、
県
北
振
興
チ
ャ
レ
ン

ジ
プ
ラ
ン
を
策
定
す
る
な
ど
県
北
振

興
に
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
が
、

地
域
活
性
化
に
は
、
民
間
の
力
を
引

き
出
し
活
用
す
る
こ
と
も
必
要
で
あ

る
。
こ
れ
ま
で
の
評
価
と
今
後
の
取

り
組
み
は
。

知
事　

産
業
振
興
な
ど
各
分
野
の
取

り
組
み
は
着
実
に
進
み
一
定
の
成
果

が
出
て
い
る
。
今
後
は
、
成
長
が
期

待
さ
れ
る
医
療
・
宇
宙
機
器
分
野
に

挑
戦
す
る
企
業
へ
の
支
援
や
、
常
陸

牛
生
産
体
制
の
構
築
と
品
質
向
上
な

ど
の
取
り
組
み
を
、
民
間
活
力
を
積

極
的
に
取
り
入
れ
な
が
ら
進
め
て
い

く
。

議
員　

県
が
策
定
す
る
医
師
確
保
計

画
に
沿
っ
た
実
効
性
の
あ
る
対
策
を

期
待
し
た
い
。
厚
生
労
働
省
に
よ
る

再
編
・
統
合
が
必
要
な
医
療
機
関
の

指
定
に
つ
い
て
は
、
地
域
実
態
に
即

し
た
対
応
を
望
む
。
地
域
医
療
体
制

の
充
実
に
今
後
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

知
事　

医
師
確
保
は
各
医
療
圏
の
実

情
を
分
析
し
た
上
で
明
確
な
目
標
を

設
定
し
、
最
優
先
で
進
め
る
。
医
療

提
供
体
制
は
厚
労
省
の
指
定
の
有
無

に
か
か
わ
ら
ず
、
地
元
の
医
療
機
関

や
住
民
代
表
な
ど
で
構
成
す
る
地
域

医
療
構
想
調
整
会
議
で
協
議
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。
県
で
は
、
診
療
実
績

の
デ
ー
タ
提
供
や
専
門
家
に
よ
る
助

言
な
ど
必
要
な
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

議
員　

民
間
の
力
も
活
用
し
て
、
英

語
及
び
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
を
充

実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育

先
進
県
を
早
期
に
実
現
す
る
こ
と
が

不
可
欠
と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

教
育
長　

生
徒
の
英
語
力
を
高
め
る

た
め
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
 ※1

の
活
用
や
教
員
の

指
導
力
向
上
に
取
り
組
む
。
民
間
企

業
の
専
門
家
に
よ
る
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
教
育
や
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ
ス
ピ
ー

カ
ー
に
よ
る
英
語
の
授
業
を
遠
隔
で

実
施
す
る
な
ど
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
先
進

県
と
し
て
の
取
り
組
み
を
充
実
さ
せ

る
。

（
ほ
か
に
、
県
総
合
計
画
の
進
捗
、　

災
害
に
強
い
茨
城
づ
く
り
、
中
小
企

業
へ
の
支
援
な
ど
も
質
問
）

議
員　

災
害
時
は
、
迅
速
な
初
期
活

動
が
人
命
救
助
や
被
害
拡
大
防
止
の

上
で
重
要
で
あ
る
。
住
民
の
安
全
を

守
る
た
め
に
も
、
消
防
施
設
の
浸
水

対
策
を
ど
う
促
進
し
て
い
く
の
か
。

知
事　

県
で
は
、
市
町
村
長
な
ど
に

対
し
「
緊
急
防
災
・
減
災
事
業
債
」

を
活
用
し
た
早
急
な
消
防
署
の
浸
水

対
策
や
、
災
害
時
の
円
滑
な
業
務
遂

行
に
向
け
、「
業
務
継
続
計
画 ※2

」
策

定
を
要
請
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
特

に
、
浸
水
想
定
区
域
内
の
三
十
三
消

防
署
に
つ
い
て
は
、
工
程
表
の
作
成

な
ど
、
万
全
な
浸
水
対
策
を
講
じ
る

よ
う
、
強
く
働
き
掛
け
て
い
く
。

議
員　

昨
年
の
水
害
を
踏
ま
え
、
今

後
は
国
・
県
が
一
体
と
な
り
、
流
す
・

た
め
る
・
備
え
る
対
策
と
い
っ
た
、

多
面
的
な
総
合
治
水
対
策
が
必
要
と

考
え
る
が
ど
う
推
進
し
て
い
く
の
か
。

知
事　

那
珂
川
・
久
慈
川
に
お
い
て

は
国
、
県
、
市
町
村
が
一
体
と
な
り

堤
防
整
備
な
ど
の
河
川
整
備
や
遊
水

機
能
の
向
上
を
進
め
る
ほ
か
、
浸
水

想
定
区
域
で
の
、
条
例
に
基
づ
く
土

地
利
用
制
限
な
ど
に
よ
り
被
害
の
最

小
化
を
目
指
す
。
さ
ら
に
住
民
の
迅

速
な
避
難
を
促
進
す
る
マ
イ
・
タ
イ

ム
ラ
イ
ン
 ※3

作
成
支
援
な
ど
、
効
果

的
な
施
策
を
組
み
合
わ
せ
た
総
合
的

な
治
水
対
策
を
着
実
に
推
進
し
て
い

く
。

議
員　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
が
急
速
に
拡
大
す
る
中
、
県
民
へ

の
情
報
周
知
や
検
査
・
治
療
体
制
整

備
に
ど
う
対
応
し
て
い
く
の
か
。

知
事　

県
民
へ
の
感
染
予
防
策
や
受

療
行
動
な
ど
の
情
報
提
供
の
ほ
か
、

「
帰
国
者
・
接
触
者
相
談
セ
ン
タ
ー
」

で
相
談
に
応
じ
て
い
る
。
ま
た
、
医

療
機
関
と
連
携
し
、
感
染
を
疑
う
場

合
は
県
衛
生
研
究
所
で
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

を
実
施
し
て
い
る
。
引
き
続
き
、
適

時
適
切
な
情
報
提
供
と
検
査
・
医
療

体
制
の
強
化
に
努
め
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
 ※4

達
成
に
向

け
た
取
り
組
み
、
私
立
高
等
学
校
等

へ
の
就
学
支
援
な
ど
も
質
問
）

齋藤　英彰 議員
県民フォーラム
日 立 市 選 出  

一括方式

高崎　　進 議員
公 　 明 　 党
水戸市・城里町選出 

一括方式

災
害
発
生
時
に
お
け
る

迅
速
な
初
動
体
制

国
・
県
一
体
と
な
っ
た

総
合
治
水
対
策
の
推
進

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
対
応

地
域
医
療
体
制
の
充
実

英
語
及
び
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
の

充
実
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
先
進
県
の
実
現県議会の情報公開について

県議会だよりに関する感想や
意見をお聞かせください

　県議会情報公開制度は、広く開かれた県議会の実
現のため、公文書を開示、提供する制度です。
　また、インターネットを利用した開示請求もでき
るようになっています。詳細については、お問い合
わせください。

　県議会だよりは、県議会の活動を広く県民の皆様
に知っていただくため、原則として、年４回開催さ
れる各定例会後に発行しています。
　主に新聞への折り込みにより県内各世帯へと配布
しているほか、県内の大学と高等学校３年生などに
も配布しています。
　なお、過去の県議会だよりは、県議会ホームペー
ジからご覧いただけます。
　より良い県議会だよりとするため、感想や意見な
どがございましたら、お聞かせください。

ことば ※3【マイ・タイムライン】…風水害の時に、個人が避難するために取るべき行動を時系列にまとめたもの。
※4【SDGs】…2015年9月に国連総会で採択された17の目標などからなる行動計画。「誰も置き去りにしない」を基本理念に、国際社会が2030年までに目標達成を目指す。

ことば ※1【ALT】…Assistant Language Teacherの略語。外国語指導助手。英語の授業で日本人教師を補助する。
※2【業務継続計画】…行政機関などが、大規模な自然災害などが発生した場合に、応急対策を速やかに実施しながら、最低限実施すべき業務を維持するために、あらかじめ必要

となる人員や資源の調達方法および継続手順などを定めた計画のこと。

ネイティブスピーカーを活用した
英語教育の様子

那珂川などの氾濫により浸水した
水戸市飯富・藤井・岩根地区

新型コロナウイルス感染症の拡大防止に
かかる議会傍聴についてのお願い
　本会議や委員会の傍聴につきましては、新型コロナ
ウイルスの感染拡大を防止する観点から、極力、ご遠
慮願います。
　なお、どうしても傍聴を希望する場合は、傍聴受
付での体温の測定により37.5度以上の発熱がないこ
と、強いだるさや息苦しさがないこと等を確認の上、
傍聴を認めることとなります。
　その際は、マスク着用や咳エチケット、手洗いの徹
底をお願いいたします。
　詳細は議会事務局議事課にお問い合わせ願います。

お問い合わせ先

お問い合わせ先

お問い合わせ先

茨城県議会議場

議会事務局議事課　電話 029-301-5634

議会事務局総務課　電話 029-301-5613

議会事務局政務調査課
電話：029-301-5646　FAX：029-301-5629
E-mail：gikai@pref.ibaraki.lg.jp

■県議会ホームページ（県議会だよりコーナー）
https://www.pref.ibaraki.jp/gikai/tayori/index.htm
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福
島
・
茨
城
・
栃
木
・
群
馬
・
新
潟

五
県
議
会
議
長
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

議
員　

今
年
四
月
よ
り
新
た
に
坂
東
清

風
高
校
が
誕
生
す
る
。
同
校
の
成
功
に

向
け
、
地
域
や
坂
東
市
と
も
知
恵
を
出

し
合
い
、
そ
の
声
を
学
校
運
営
に
生
か

し
、
私
立
高
校
や
中
高
一
貫
教
育
校
以

上
に
選
ば
れ
る
学
校
づ
く
り
を
進
め
て

も
ら
い
た
い
が
、
今
後
の
取
り
組
み
は
。

教
育
長　

総
合
学
科
と
農
業
に
関
す
る

学
科
を
持
つ
強
み
を
生
か
し
、
学
校
独

自
の
商
品
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
に
取
り
組
む
。

こ
の
体
験
を
通
し
、
課
題
を
見
つ
け
対

応
す
る
能
力
を
育
む
と
と
も
に
、
生
き

る
力
や
人
間
力
も
養
っ
て
い
く
。

議
員　

警
察
官
の
マ
ン
パ
ワ
ー
を
補
う

た
め
、
犯
罪
の
抑
止
や
検
挙
に
資
す
る

街
頭
防
犯
カ
メ
ラ
の
整
備
促
進
が
重
要

だ
と
考
え
る
が
、
今
後
の
取
り
組
み
は
。

警
察
本
部
長　

通
学
路
な
ど
の
街
頭
防

犯
カ
メ
ラ
未
設
置
箇
所
へ
の
設
置
が
必

要
と
考
え
る
。
市
町
村
に
街
頭
防
犯
カ

メ
ラ
の
設
置
を
働
き
掛
け
る
ほ
か
、
県

警
察
に
よ
る
街
頭
防
犯
カ
メ
ラ
の
効
果

的
な
整
備
促
進
方
法
に
つ
い
て
、
財
政

当
局
と
も
協
議
し
な
が
ら
判
断
す
る
。

（
ほ
か
に
、
地
下
鉄
八
号
線
の
県
内
延
伸

に
向
け
た

地
域
づ
く

り
、
ニ
セ

電
話
詐
欺

対
策
な
ど

も
質
問
）

議
員　

よ
り
配
慮
の
必
要
な
特
別
支
援

学
校
の
児
童
生
徒
や
、
小
学
校
低
学
年

の
児
童
の
保
護
者
で
休
み
が
取
り
に
く

い
保
護
者
へ
の
対
応
な
ど
が
大
き
な
課

題
と
な
っ
て
い
る
。
県
の
対
応
は
。

教
育
長　

児
童
生
徒
の
健
康
面
お
よ
び

安
全
面
に
配
慮
す
る
こ
と
を
最
優
先
に

対
応
し
て
い
る
。
保
護
者
が
仕
事
を
休

め
な
い
場
合
に
課
題
と
な
る
子
供
の
預

け
先
の
確
保
、
長
期
休
業
中
に
お
け
る

子
供
の
生
活
面
や
学
習
面
な
ど
に
対
す

る
不
安
が
解
消
さ
れ
る
よ
う
、
市
町
村

と
も
連
携
し
て
対
応
を
進
め
て
い
く
。

議
員　

つ
く
ば
特
別
支
援
学
校
の
深
刻

な
過
密
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
抜

本
的
な
、
よ
り
効
果
の
あ
る
対
策
が
必

要
だ
と
考
え
る
。新
た
に
策
定
し
た「
県

立
特
別
支
援
学
校
教
育
環
境
整
備
計

画
」
に
基
づ
き
、
同
校
の
過
密
対
策
を

ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

教
育
長　

つ
く
ば
特
別
支
援
学
校
は
、

整
備
計
画
に
お
い
て
優
先
的
に
対
応
す

べ
き
学
校
の
一
つ
と
位
置
付
け
て
お
り
、

不
足
教
室
の
抜
本
的
な
解
消
に
向
け
て
、

校
舎
の
増
築
を

進
め
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
が

ん
患
者
支
援
、

国
土
強
靱
化
地

域
計
画
の
策
定

な
ど
も
質
問
）

石塚　隼人 議員
いばらき自民党

坂東市・五霞町・境町選出
一括方式

星田　弘司 議員
いばらき自民党
つ く ば 市 選 出  

分割方式

　

一
月
二
十
一
日
か
ら
二
十
二
日
に
か
け
て
、
栃
木
県
足
利
市
に
お
い

て
、
福
島
・
茨
城
・
栃
木
・
群
馬
・
新
潟
五
県
議
会
議
長
会
が
開
催
さ
れ
、

森
田
悦
男
議
長
と
伊
沢
勝
徳
副
議
長
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

会
議
は
、「
地
方
自
治
体
に
お
け
る
国
際
戦
略
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ

と
し
て
行
わ
れ
、
独
立
行
政
法
人
日
本
貿
易
振
興
機
構
（
ジ
ェ
ト
ロ
）

企
画
部
総
括
審
議
役
か
ら
、
企
業
の
国
際
展
開
を
後
押
し
す
る
た
め
に

求
め
ら
れ
る
施
策
に
つ
い
て
の
講
演
が
行
わ
れ
た
後
、
各
県
の
取
り
組

み
状
況
な
ど
に
つ
い
て
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
で
は
、
森
田
議
長
が
「
い

ば
ら
き
グ
ロ
ー
バ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
推
進
協

議
会
」
を
軸
と
し
た
海
外
展
開
支
援
や
、

茨
城
県
外
国
人
材
支
援
セ
ン
タ
ー
に
よ

る
外
国
人
材
の
活
用
促
進
、
茨
城
空
港

の
活
用
に
よ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
策
な

ど
に
つ
い
て
発
表
し
、
活
発
な
議
論
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
社
会
福
祉
法
人
が
運
営
す
る

障
害
者
支
援
施
設
の
ワ
イ
ン
醸
造
場
を

視
察
し
、
施
設
の
沿
革
や
障
害
者
に
よ

る
作
業
な
ど
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
に
伴
う
臨
時
休
校
要
請
へ
の
対
応

つ
く
ば
特
別
支
援
学
校
の
過
密
対
策

夢
と
特
色
と
魅
力
に
あ
ふ
れ
る

坂
東
清
風
高
校
の
学
校
づ
く
り

街
頭
防
犯
カ
メ
ラ
の
整
備
促
進
の

取
り
組
み

気
候
非
常
事
態
を
踏
ま
え
た

地
球
温
暖
化
防
止
対
策
の
推
進

フ
ー
ド
バ
ン
ク
活
動
※
に
対
す
る
支
援

議
員　

自
然
災
害
大
規
模
化
を
通
し
て
、

各
人
が
気
候
変
動
を
感
じ
始
め
た
今
、

県
は
ど
の
よ
う
に
気
候
変
動
を
認
識
し
、

気
候
非
常
事
態
宣
言
の
発
出
を
考
え
、

地
球
温
暖
化
対
策
を
推
進
す
る
の
か
。

知
事　

社
会
全
体
で
地
球
温
暖
化
へ
の

危
機
感
が
高
ま
っ
て
い
る
と
認
識
し
て

い
る
。
危
機
意
識
共
有
の
た
め
、
宣
言

の
発
出
も
一
方
法
で
あ
る
が
、
併
せ
て

実
効
性
あ
る
施
策
提
示
も
必
要
で
あ
る
。

ま
ず
は
国
な
ど
の
動
向
を
注
視
し
、
二

酸
化
炭
素
排
出
削
減
目
標
の
見
直
し
な

ど
の
検
討
を
行
っ
て
い
く
。

議
員　

組
織
横
断
的
な
フ
ー
ド
バ
ン
ク

活
動
支
援
体
制
の
整
備
を
要
望
し
た
い
。

今
後
ど
の
よ
う
に
組
織
体
制
を
充
実
さ

せ
、
食
品
ロ
ス
の
削
減
や
、
フ
ー
ド
バ

ン
ク
活
動
の
支
援
に
取
り
組
む
の
か
。

知
事　

今
後
は
、
現
在
の
食
品
ロ
ス
削

減
庁
内
連
絡
会
議
を
核
と
し
て
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
、
食
品
流
通
業
界
、
消
費
者
団
体
な

ど
幅
広
い
分
野
の
方
と
連
携
を
図
り
、

食
品
ロ
ス
の
削
減
に
取
り
組
み
、
フ
ー

ド
バ
ン
ク
活
動
が
よ
り
活
発
に
行
わ
れ

る
よ
う
連
携
強
化
な
ど
に
努
め
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
地
区
防
災
計
画
策
定
へ
の

支
援
、
交
通
弱
者
対
策
な
ど
も
質
問
）

遠藤　　実 議員
県民フォーラム
那 珂 市 選 出  

分割方式

議
員　

圏
央
道
周
辺
地
域
は
企
業
立
地

の
ニ
ー
ズ
が
高
く
、
開
発
に
は
県
の
後

押
し
が
不
可
欠
で
あ
る
。
未
来
産
業
基

盤
強
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
期
待
し
て
い

る
が
、
当
地
域
の
企
業
誘
致
を
具
体
的

に
ど
う
支
援
し
て
い
く
の
か
。

知
事　

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
り
、
市

町
村
の
開
発
に
係
る
事
業
主
体
や
事
業

手
法
、
各
種
許
認
可
な
ど
へ
の
き
め
細

か
な
助
言
や
国
と
の
調
整
な
ど
を
部
局

横
断
的
な
体
制
で
全
面
的
に
支
援
し
な

が
ら
、
立
地
ニ
ー
ズ
が
高
い
地
域
の
産

業
用
地
開
発
を
促
進
し
て
い
く
。

議
員　

県
は
東
京
直
行
バ
ス
へ
の
補
助

を
打
ち
切
り
、
県
内
で
の
周
遊
客
確
保

に
舵
を
切
っ
た
。
茨
城
空
港
な
ど
を
利

用
し
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
向
け
の
周
遊
観

光
を
今
後
具
体
的
に
ど
う
進
め
る
の
か
。

営
業
戦
略
部
長　

個
人
向
け
に
実
施
し

て
い
る
周
遊
タ
ク
シ
ー
の
利
用
を
一
層

促
進
す
る
と
と
も
に
、
茨
城
空
港
と
の

ア
ク
セ
ス
バ
ス
な
ど
と
の
連
携
を
進
め

る
。
併
せ
て
団
体
ツ
ア
ー
バ
ス
へ
の
支

援
を
行
い
、
周
遊
観
光
の
促
進
を
図
る
。

（
ほ
か
に
、
併

設
型
中
高
一

貫
教
育
校
の

現
状
と
そ
の

目
指
す
と
こ

ろ
、
信
号
機

の
設
置
整
備

な
ど
も
質
問
）

飯田　智男 議員
自民県政クラブ
常総市・八千代町選出

一括方式

茨
城
空
港
を
利
用
し
た
周
遊
観
光
の

取
り
組
み

圏
央
道
周
辺
地
域
の
企
業
誘
致
支
援

ことば ※【フードバンク活動】…安全に食べられるにもかかわらず廃棄されようとする食品を、企業や家庭から受け取り、福祉施設や団体、困窮世帯に無償で提供する活動。

生徒たちが丹精込めて
育てたシクラメン

会議に参加する森田議長（左側）と
伊沢副議長（右側）

子どもたちの笑顔を守るため
新型コロナ対策の推進を

フードバンク
活動を支える

「きずなＢＯＸ」

用地造成中の圏央道常総ＩＣ周辺

一般質問（要旨）

３
月
５
日（
木
）

星ほ
し
だ田　
　

弘こ
う
じ司

　
　
（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

遠え
ん
ど
う藤　
　
　

実
ま
こ
と

　
　
（
県
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
）

石い
し
つ
か塚　
　

隼は
や
と人

　
　
（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

３
月
６
日（
金
）

飯い
い
だ田　
　

智と
し
お男

　
　
　
（
自
民
県
政
ク
ラ
ブ
）

山や
ま
の
い

野
井　
　

浩
ひ
ろ
し

　
　
（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

長は
せ
が
わ

谷
川

重し
げ
ゆ
き幸　
　

　
　
（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

３
月
９
日（
月
）

江え
じ
り尻　
　

加か

な那

　
　
　
（
日
本
共
産
党
）

沼ぬ
ま
た田　
　

和か
ず
と
し利

　
　
（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

八や
し
ま島　
　

功い
さ
お男

　
　
（
公　
　

明　
　

党
）

３
月
10
日（
火
）

下し
も
じ路

健け
ん
じ
ろ
う

次
郎

　
　
（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

外と
つ
か塚　
　
　

潔
き
よ
し

　
　
　
（
無　
　

所　
　

属
）

萩は
ぎ
わ
ら原　
　
　

勇
い
さ
む

　
　
（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

●
質
問
者

議
場
で
の
質
問
の
様
子
は
、こ
ち
ら
か
ら

録
画
映
像
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
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一般質問（要旨）

議
員　

ア
ク
ア
ワ
ー
ル
ド
の
さ
ら
な
る

魅
力
向
上
を
図
る
た
め
、
ど
の
よ
う
な

思
い
で
ジ
ン
ベ
エ
ザ
メ
の
導
入
を
決
め

た
の
か
、
ま
た
今
後
、
渋
滞
対
策
に
ど

う
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

知
事　

サ
メ
の
飼
育
種
類
数
日
本
一
と

い
う
強
み
を
強
化
す
る
た
め
、
ジ
ン
ベ

エ
ザ
メ
の
展
示
を
決
定
し
た
。
渋
滞
対

策
と
し
て
、
駐
車
場
の
確
保
や
交
通
対

策
を
進
め
る
。
ま
た
、
広
域
的
な
道
路

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
や
公
共
交
通

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
つ
い
て
関
係
者
が

一
体
と
な
っ
て
検
討
し
て
い
く
。

議
員　

生
徒
の
多
様
性
を
踏
ま
え
、

個
々
の
実
情
に
対
応
し
た
校
則
や
生
徒

の
健
全
な
育
成
と
発
達
に
資
す
る
校
則

が
必
要
だ
と
考
え
る
が
、
県
立
高
校
の

校
則
の
見
直
し
を
ど
う
推
進
す
る
の
か
。

教
育
長　

学
校
を
取
り
巻
く
環
境
は
毎

年
変
化
し
て
お
り
、
校
則
も
、
生
徒
や

保
護
者
の
価
値
観
の
多
様
化
に
応
じ
た

見
直
し
が
必
要
と
考
え
る
。
各
県
立
高

校
に
は
、
生
徒
総
会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
な

ど
の
機
会
に
、
生
徒
や
保
護
者
の
意
見

を
聞
く
な
ど
し
、
今
夏
を
目
途
に
校
則

の
見
直
し
を
図
る
よ
う
指
導
す
る
。

議
員　

条
件
が
良
い
畑
に
も
か
か
わ
ら

ず
放
置
さ
れ
、
農
地
が
十
分
に
活
用
さ

れ
て
い
な
い
地
区
も
あ
る
。
高
い
収
益

を
期
待
で
き
る
品
目
の
導
入
を
、
一
層

推
進
し
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

農
林
水
産
部
長　

近
年
の
需
要
見
込
み

と
、
周
年
出
荷
に
よ
る
安
定
収
益
な
ど

に
よ
り
、
か
ん
し
ょ
の
生
産
拡
大
に
取

り
組
む
こ
と
と
し
、
茨
城
か
ん
し
ょ

ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
産
地
拡
大
事
業
を
創

設
し
た
。
来
年
度
は
一
層
の
生
産
拡
大

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
か
ん
し
ょ
に

続
く
重
点
品
目
を
検
討
し
て
い
く
。

議
員　

乳
幼
児
二
人
の
死
亡
事
故
が
起

き
た
水
戸
市
内
の
認
可
外
保
育
施
設
は
、

県
が
立
入
調
査
を
し
て
い
た
が
、
国
の

基
準
を
満
た
し
て
い
な
か
っ
た
。
県
は

死
亡
事
故
の
事
実
や
施
設
の
基
準
違
反

を
、
な
ぜ
公
表
し
な
か
っ
た
の
か
。
再

発
防
止
策
を
行
う
考
え
は
あ
る
の
か
。

知
事　

今
後
は
、「
重
大
事
故
の
再
発

防
止
の
た
め
の
事
後
的
検
証
委
員
会
」

か
ら
の
提
言
を
踏
ま
え
、
原
則
と
し
て

事
故
の
概
要
や
立
入
調
査
結
果
を
公
表

し
て
い
く
。
ま
た
、
巡
回
指
導
を
拡
充

す
る
な
ど
、指
導
監
督
を
徹
底
し
て
い
く
。

議
員　

セ
ン
タ
ー
の
整
備
に
伴
い
、
地

域
と
一
体
と
な
っ
た
涸
沼
の
豊
か
な
自

然
環
境
の
保
全
と
利
活
用
を
推
進
す
る

た
め
、
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

ま
た
、
整
備
の
進
捗
状
況
は
。

県
民
生
活
環
境
部
長　

セ
ン
タ
ー
の
整

備
に
よ
り
、
涸
沼
の
魅
力
を
県
内
外
に

発
信
で
き
る
。
地
元
市
町
や
関
係
機
関

と
連
携
し
、
環
境
学
習
会
の
実
施
な
ど
、

ワ
イ
ズ
ユ
ー
ス
※

を
推
進
し
て
い
く
。

国
に
よ
れ
ば
、
早

け
れ
ば
令
和
三
年

度
に
建
設
工
事
を

開
始
す
る
見
通
し
。

（
ほ
か
に
、
施
設

園
芸
農
家
の
支
援
、

キ
ャ
リ
ア
教
育
の

推
進
な
ど
も
質

問
）

議
員　

高
層
建
築
物
で
災
害
が
発
生
し

た
こ
と
を
想
定
し
た
消
防
職
員
の
教
育

訓
練
の
充
実
強
化
は
重
要
と
考
え
る
が
、

今
後
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

防
災
・
危
機
管
理
部
長　

消
防
学
校
で

の
高
層
建
築
物
の
火
災
を
想
定
し
た
訓

練
に
加
え
、
実
際
の
火
災
現
場
を
疑
似

体
験
で
き
る
装
置
を
活
用
し
た
実
践
的

か
つ
高
度
な
訓
練
に
取
り
組
み
、
消
防

職
員
の
教
育
訓
練
の
充
実
強
化
を
図
る
。

（
ほ
か
に
、
東

京
二
〇
二
〇
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
競
技
大
会
、

つ
く
ば
ヘ
リ

ポ
ー
ト
の
今
後

の
在
り
方
な
ど

も
質
問
）

議
員　

国
道
二
九
四
号
の
渋
滞
緩
和

に
向
け
た
、
都
市
計
画
道
路
玉
台
橋
・

西
楢
戸
線
お
よ
び
（
仮
称
）
つ
く
ば

み
ら
い
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
と
県
道
常
総

取
手
線
の
整
備
の
見
通
し
は
。

土
木
部
長　

都
市
計
画
道
路
玉
台
橋
・

西
楢
戸
線
は
、
四
車
線
整
備
や
右
折
車

線
の
二
レ
ー
ン
化
な
ど
を
検
討
し
て
い

る
。
市
お
よ
び
ネ
ク
ス
コ
東
日
本
に
よ

る
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
整
備
と
併
せ
て
、

県
道
常
総
取
手

線
の
整
備
を
推

進
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
障

害
者
支
援
、
港

湾
の
利
活
用
推

進
に
か
か
る
防

災
・
減
災
対
応

な
ど
も
質
問
）

議
員　

原
発
の
安
全
性
検
証
を
ど
う
進

め
る
の
か
。
ま
た
、
避
難
計
画
の
課
題

は
解
決
で
き
る
の 

か
。
廃
炉
が
現
実

的
選
択
で
は
な
い
か
。
県
民
の
声
を
聞

く
べ
き
と
の
世
論
に
、
ど
う
応
え
る
の
か
。

知
事　

安
全
性
検
討
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー

ム
で
検
証
を
し
、
二
月
か
ら
は
県
民
意

見
を
踏
ま
え
た
検
証
を
開
始
し
た
。
避

難
計
画
の
課
題
は
、
国
や
市
町
村
、
関

係
機
関
と
共
有
し
解
決
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
安
全
性
検
証
、
避
難
計
画
策
定

の
上
、
情
報
提

供
し
県
民
意
見

を
聞
い
て
い
く
。

（
ほ
か
に
感
染
症

対
策
、
特
別
支

援
学
校
の
環
境

整
備
な
ど
も
質

問
）

山野井　浩 議員
いばらき自民党
つくばみらい市選出

一括方式

本
県
の
畑
作
物
の
生
産
振
興

認
可
外
保
育
施
設
の

重
大
事
故
防
止
と
改
善
策

長谷川　重幸 議員
いばらき自民党
鉾田市・茨城町・大洗町選出 

一括方式

沼田　和利 議員
いばらき自民党
牛 久 市 選 出  

一括方式

江尻　加那 議員
日 本 共 産 党
水戸市・城里町選出

一括方式

水
鳥
・
湿
地
セ
ン
タ
ー
整
備
に
伴
う

涸
沼
の
利
活
用
の
推
進

消
防
職
員
の
教
育
訓
練
の
充
実
強
化

国
道
二
九
四
号
の
渋
滞
緩
和

東
海
第
二
原
発
の
再
稼
働
問
題

ア
ク
ア
ワ
ー
ル
ド
茨
城
県
大
洗

水
族
館
の
魅
力
向
上
策

県
立
高
校
の
校
則
の
見
直
し

　

本
県
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
急
激
な
人
口
減
少
や
社
会
経

済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
情
報
通
信
技
術
の
劇
的
な
進
歩
な
ど
、

変
化
の
ス
ピ
ー
ド
が
ま
す
ま
す
加
速
し
て
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
中
、
魅
力
い
っ
ぱ
い
の
「
新
し
い
茨
城
県
」
を

目
指
し
、
希
望
に
あ
ふ
れ
た
誇
り
あ
る
郷
土
茨
城
を
創
り
上

げ
、
次
の
世
代
に
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

本
県
は
、
豊
か
な
自
然
や
暮
ら
し
や
す
い
気
候
風
土
、
特

色
あ
る
歴
史
・
文
化
、
世
界
最
先
端
の
科
学
技
術
や
高
度
な

も
の
づ
く
り
産
業
の
集
積
に
加
え
、
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の

産
出
額
を
誇
る
農
業
や
整
備
が
進
む
広
域
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
な
ど
を
有
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
民
間
会
社
に
よ
る
調
査
で
は
、
本
県
の
魅
力
が
十

分
に
認
識
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
国
内
外
の
方
々

に
も
茨
城
に
住
み
た
い
、
訪
れ
た
い
と
考
え
て
も
ら
う
た
め

に
も
、
本
県
が
持
つ
特
色
あ
る
地
域
資
源
に
一
層
磨
き
を
か

け
、
県
民
が
愛
着
と
誇
り
を
持
つ
こ
と
の
で
き
る
、
魅
力
あ

る
郷
土
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

　

議
会
に
お
い
て
も
、
多
様
な
角
度
か
ら
横
断
的
・
集
中
的

に
審
議
し
、
県
の
魅
力
向
上
に
つ
い
て
適
切
に
提
言
を
行
う

こ
と
が
重
要
で
す
。

　

そ
こ
で
、「
県
の
魅
力
向
上
に
関
す
る
諸
方
策
の
在
り
方
」

に
つ
い
て
調
査
す
る
た
め
、「
魅
力
向
上
に
関
す
る
調
査
特
別

委
員
会
」
を
三
月
二
十
四
日
の
本
会
議
に
お
い
て
設
置
し
ま

し
た
。
委
員
の
構
成
は
十
五
名
で
、
次
の
と
お
り
で
す
。

魅
力
向
上
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会

を
設
置
し
ま
し
た

委
員
長　

川
津　
　
　

隆

副
委
員
長　

星
田　
　

弘
司

委　
　

員　

西
條　
　

昌
良

　

 

〃　

  　

飯
塚　
　

秋
男

　

 

〃　

  　

細
谷　
　

典
幸      

　

 

〃　

  　

中
村　
　
　

修      

　

 

〃　

  　

田
口　
　

伸
一

　

 

〃　

  　

金
子　
　

晃
久

委　
　

員　

山
野
井　
　

浩

　

 

〃　

  　

坂
本　
　

隆
司

　

 

〃　

  　

二
川　
　

英
俊

　

 

〃　

  　

八
島　
　

功
男

　

 

〃　

  　

臼
井　

平
八
郎

　

 

〃　

  　

玉
造　
　

順
一

　

 

〃　

  　

豊
田　
　
　

茂

ことば ※【ワイズユース】…ラムサール条約（特に水鳥の生息地として国際的に重要な湿地に関する条約）に記された考え方で、湿地の生態系を維持しつつ、そこから得られる「恵み」
を持続的に活用すること。

ダイナミックなイルカショー
(アクアワールド茨城県大洗水族館 )

消防職員の訓練の様子

収益性が期待できる作物の振興を

安全性検討ワーキングチーム
での検証の様子
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今
定
例
会
で
可
決
さ
れ
た
議
案

ことば ※3【ジオサイト】…ジオパーク（地質や地形を見どころとする自然公園）の見どころとなる場所。
※4【Live110】…110番の通報者がスマートフォンによるビデオ通話を行い、通報現場の状況を撮影し警察に伝送するシステム。

一般質問（要旨）

議
員
提
出

◆
条
例
等
の
一
部
改
正

○
茨
城
県
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
茨
城
県
議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬
、
期
末
手
当
及
び
費
用
弁
償

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
茨
城
県
議
会
会
議
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

◆
意
見
書

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
強
化
を
求
め
る
意
見
書

知
事
提
出

◆
令
和
二
年
度
当
初
予
算
関
係

○
一
般
会
計
予
算
（
一
件
）　
※
修
正
可
決

○
特
別
会
計
予
算
（
十
三
件
）

○
企
業
会
計
予
算
（
六
件
）

◆
令
和
元
年
度
補
正
予
算
関
係

○
一
般
会
計
予
算
（
二
件
）

○
特
別
会
計
予
算
（
十
三
件
）

○
企
業
会
計
予
算
（
六
件
）

◆
令
和
二
年
度
補
正
予
算
関
係

○
一
般
会
計
予
算
（
一
件
）

◆
条
例
の
制
定
お
よ
び
一
部
改
正

○
茨
城
県
行
政
組
織
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
茨
城
県
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
茨
城
県
地
方
活
力
向
上
地
域
等
に
お
け
る
県
税
の
特
別
措
置
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
茨
城
県
知
事
等
の
損
害
賠
償
責
任
の
一
部
の
免
責
に
関
す
る
条
例

○
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
茨
城
県
地
方
創
生
拠
点
整
備
基
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

ほ
か
二
十
二
件

◆
条
例
の
廃
止

○
茨
城
県
消
費
者
行
政
活
性
化
基
金
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

◆
人
事

○
教
育
委
員
会
教
育
長
の
任
命
に
つ
い
て

◆
そ
の
他

○
包
括
外
部
監
査
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

○
県
有
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

ほ
か
十
一
件

◆
報
告

○
地
方
自
治
法
第
百
七
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
専
決
処

分
に
つ
い
て

ことば ※1【性的マイノリティ】…レズビアン、ゲイ、バイセクシュアルやトランスジェンダーなど、性自認が生まれた時の身体的な性別と異なっていたり、性的指向が異性愛ではない人々
のこと。

※2【GIGAスクール構想】…全ての小・中学校等で児童生徒１人１台のコンピュータ端末及び高速大容量の通信ネットワークを一体的に整備するものとして国から示された構想。

﹁
Ｌ
ｉ
ｖ
ｅ
１
１
０
﹂   ※4
の
導
入
促
進

議
員　

東
海
第
二
原
子
力
発
電
所
の
最

終
判
断
に
は
、
首
長
と
議
会
が
建
設
的

な
議
論
を
重
ね
る
べ
き
。
住
民
投
票
は

必
要
性
を
含
め
十
分
に
検
討
し
、
も
し

行
う
な
ら
十
分
な
情
報
提
供
を
。
原
子

力
行
政
に
つ
い
て
の
知
事
の
姿
勢
は
。

知
事　

再
稼
働
に
つ
い
て
は
、
安
全
性

の
検
証
と
実
効
性
あ
る
避
難
計
画
の
策

定
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
今
後
新
た

な
広
報
誌
の
発
行
や
説
明
の
場
を
設
け

る
な
ど
、
県
民
に
情
報
提
供
し
た
上
で
、

適
切
な
時
期
に
市
町
村
や
県
議
会
の
意

見
、
県
民
の
意
見
を
聴
き
判
断
し
た
い
。

議
員　

豊
か
な
自
然
環
境
が
あ
り
、
東

京
に
近
い
本
県
は
、
国
際
的
な
ア
ウ
ト

ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど
、

ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を

推
進
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

知
事　

国
際
的
な
ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー

ツ
イ
ベ
ン
ト
の
招
致
に
は
、
丁
寧
な

ニ
ー
ズ
調
査
や
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
応
じ

た
受
け
入
れ
態
勢
の
整
備
な
ど
が
必
要

と
な
る
。
ま
ず
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
例

の
情
報
収
集
や
効
果
検
証
を
行
う
と
と

も
に
、
市
町
村
な
ど
の
意
見
も
伺
い
な

が
ら
推
進
方
策
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

議
員　

都
道
府
県
で
初
め
て
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
を
導
入
し
た
本
県
の

「
市
町
村
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
基
本

モ
デ
ル
」
に
は
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
へ

の
配
慮
を
明
示
す
べ
き
。
所
見
は
。

防
災
・
危
機
管
理
部
長　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

観
点
か
ら
は
、
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
を

含
む
全
て
の
避
難
者
が
ス
ト
レ
ス
な
く

避
難
所
生
活
を
過
ご
せ
る
環
境
整
備
は

大
変
重
要
で
あ
る
。
市
町
村
の
意
見
を

踏
ま
え
早
急
に
モ
デ
ル
改
定
を
行
う
予

定
で
あ
り
、
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
位

置
付
け
を
積
極
的
に
検
討
し
て
い
く
。

議
員　

つ
く
ば
霞
ヶ
浦
り
ん
り
ん
ロ
ー

ド
と
筑
波
山
地
域
ジ
オ
パ
ー
ク
と
い
う

本
県
の
誇
る
地
域
資
源
の
連
携
を
進
め

て
い
く
こ
と
は
、
地
域
全
体
、
県
全
体

の
魅
力
の
向
上
に
寄
与
す
る
と
考
え
る

が
、
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

政
策
企
画
部
長　

ジ
オ
パ
ー
ク
の
活
動

に
り
ん
り
ん
ロ
ー
ド
の
取
り
組
み
を
活

用
す
る
こ
と
は
、
双
方
の
取
り
組
み
の

活
性
化
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
お
り
、

よ
り
広
範
な
エ
リ
ア
の
ジ
オ
サ
イ
ト
※3

を
巡
る
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ル
ー
ト
設
計
な

ど
を
関
係
市
町
村
に
働
き
掛
け
て
い
く
。

議
員　

新
た
な
基
準
で
安
全
性
が
大
き

く
高
ま
っ
た
原
子
力
事
業
者
の
体
制
を

行
政
側
が
正
し
く
認
識
し
、
ど
う
県
民

に
伝
え
、
市
町
村
を
支
援
す
る
の
か
。

知
事　

屋
内
退
避
に
よ
り
ど
の
よ
う
な

事
故
で
ど
の
程
度
被
ば
く
が
軽
減
さ
れ

る
か
具
体
的
に
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
住

民
か
ら
心
配
の
声
が
あ
る
。
そ
の
重
要

性
や
効
果
を
デ
ー
タ
な
ど
で
わ
か
り
や

す
く
周
知
し
、
住
民
が
冷
静
に
行
動
で

き
る
よ
う
国
や
市
町
村
と
取
り
組
む
。

（
ほ
か
に
、
地

域
の
建
設
業

者
を
育
む
土

木
行
政
の
在

り
方
、
地
域

と
連
携
し
た

高
校
づ
く
り

な
ど
も
質
問
）

議
員　
「
Ｌ
ｉ
ｖ
ｅ
１
１
０
」
は
、
多

く
の
事
件
・
事
故
に
大
き
な
効
果
が
期

待
で
き
る
た
め
、
早
期
に
導
入
す
べ
き

だ
と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

警
察
本
部
長　
「
Ｌ
ｉ
ｖ
ｅ
１
１
０
」

は
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
現
場
の
状
況
を

把
握
で
き
る
た
め
、
迅
速
・
的
確
な
初

動
が
期
待
で
き
る
。
導
入
に
つ
い
て
は
、

効
果
や
問
題
点
の
研
究
に
努
め
る
と
と

も
に
、
警
察
庁
や
他
都
道
府
県
警
察
と

も
連
携
し
な
が
ら
判
断
し
て
い
き
た
い
。

（
ほ
か
に
、
Ａ

Ｅ
Ｄ
・
心
肺

蘇
生
法
の
普

及
促
進
、
利

根
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
周
辺
の

冠
水
対
策
な

ど
も
質
問
）

議
員　

国
の
予
算
措
置
を
踏
ま
え
た
学

校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
と
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
構
想
推
進
へ
の
取
り
組
み
は
。

教
育
長　

国
の
構
想
を
活
用
し
て
Ｉ
Ｃ

Ｔ
環
境
が
充
実
す
れ
ば
、
質
の
高
い
教

育
の
実
現
が
期
待
さ
れ
る
。
市
町
村
で

整
備
状
況
に
差
が
生
じ
て
い
る
た
め
、

計
画
的
な
整
備
に
向
け
た
説
明
会
を
実

施
し
た
。
今
後
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た

授
業
の
在
り
方
の
研
修
を
実
施
す
る
な

ど
、
教
育
環
境
整
備
を
推
進
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
県

民
所
得
と
県

内
総
生
産
の

向
上
、
茨
城

創
生
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
推
進
な

ど
も
質
問
）

議
員　

レ
ン
コ
ン
黒
皮
症
の
被
害
が
拡

大
し
て
お
り
、
生
産
者
が
よ
り
取
り
組

み
や
す
い
対
策
が
必
要
だ
と
考
え
る
が
、

ど
う
対
策
を
進
め
る
の
か
。

農
林
水
産
部
長　

被
害
状
況
を
正
確
に

把
握
す
る
た
め
の
調
査
を
開
始
し
た
。

新
し
い
農
薬
が
登
録
さ
れ
た
場
合
に
は
、

使
用
法
を
研
究
し
、
生
産
者
に
指
導
し

て
い
く
。
簡
易
な
運
搬
機
械
の
開
発
の

メ
ー
カ
ー
へ
の
働
き
掛
け
な
ど
、
残
さ

の
適
切
な
処
理
に
も
努
め
て
い
く
。　

（
ほ
か
に
、
急

性
期
を
脱
し
た

患
者
の
円
滑
な

受
け
入
れ
、
運

転
免
許
を
返
納

し
や
す
い
環
境

づ
く
り
な
ど
も

質
問
）

八島　功男 議員
公 　 明 　 党
土 浦 市 選 出

一括方式

外塚　　潔 議員
無　　所　　属
かすみがうら市選出

一括方式

避
難
所
運
営
と

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
※1

へ
の
配
慮

ナ
シ
ョ
ナ
ル
サ
イ
ク
ル
ル
ー
ト
の

指
定
を
契
機
と
し
た
地
域
振
興

下路　健次郎 議員
いばらき自民党
東 海 村 選 出

一括方式

萩原　　勇 議員
いばらき自民党
龍ケ崎市・利根町選出

一括方式

広
域
避
難
計
画
に
お
け
る

屋
内
退
避
の
重
要
性

学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
と

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
※2

レ
ン
コ
ン
の
黒
皮
症
対
策

原
子
力
行
政
に
つ
い
て
の

知
事
の
姿
勢

ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
推
進　

GIGAスクール構想の実現を

レンコン黒皮症の対策を
映像に対応した 110番通報を

（110番を受理する通信指令室の様子）

東海第二原子力発電所の最終
判断に向け十分な情報提供を
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ことば ※3【補聴援助システム】…騒音や反響音に邪魔されることなく、離れた話し手の声を、複数の受信者が同時に、クリアな音声で聞くことを可能にするシステム。
※4【コミュニティ・スクール】…学校運営協議会制度を導入した学校のこと。コミュニティ・スクールでは、学校運営に地域の声を積極的に生かし、地域と一体となって特色ある学校づくりを進めていく

ことができる。

鈴
木
将
委
員
（
自
民
）　

学
校
給
食
の
停
止

に
伴
う
食
品
納
入
業
者
な
ど
の
窮
状
を
把
握

し
、
国
の
早
期
支
援
に
つ
な
げ
る
と
と
も
に
、

給
食
の
安
定
供
給
に
支
障
が
生
じ
な
い
よ
う
、

再
開
に
向
け
た
対
応
が
必
要
だ
が
、
所
見
は
。

教
育
長　

食
品
納
入
業
者
な
ど
へ
の
支
援
が

早
期
実
現
す
る
よ
う
国
へ
要
望
す
る
。
ま
た
、

支
援
策
が
地
域
の
関
連
業
者
に
漏
れ
な
く
行

き
届
く
よ
う
情
報
提
供
を
行
う
。
こ
の
他
、

学
校
給
食
調
理
業
者
が
給
食
再
開
に
向
け
て

実
施
す
る
衛
生
管
理
の
職
員
研
修
や
設
備
購

入
な
ど
へ
の
支
援
も
国
か
ら
示
さ
れ
て
い
る

た
め
、
こ
れ
ら
も
活
用
し
、
食
品
納
入
業
者

な
ど
が
給
食
食
材
を
安
定
的
に
納
入
で
き
る

よ
う
市
町
村
な
ど
と
連
携
し
対
応
を
進
め
る
。

（
ほ
か
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
と

し
て
の
テ
レ
ワ
ー
ク
緊
急
実
施
の
状
況
と
対

応
、
外
国
人
材
活
躍
促
進
事
業
な
ど
も
質

問
）

齋
藤
英
彰
委
員
（
県
民
）　

日
立
お
よ
び
鉾

田
児
童
相
談
所
が
設
置
さ
れ
る
が
、
そ
の
動

機
と
経
緯
は
。
ま
た
、
相
談
体
制
は
具
体
的

に
ど
う
強
化
さ
れ
る
の
か
。
児
相
の
業
務
量

が
ひ
っ
迫
し
た
状
況
に
あ
る
中
、
Ａ
Ｉ
の
活

用
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

保
健
福
祉
部
福
祉
担
当
部
長　

一
時
保
護
な

ど
現
場
で
迅
速
な
意
思
決
定
が
で
き
る
体
制

を
整
備
し
、
児
童
の
安
全
確
保
を
徹
底
す
る
。

ま
た
、
職
員
の
増
員
、
虐
待
事
案
に
対
応
す

る
専
門
職
員
の
配
置
を
行
い
相
談
体
制
の
強

化
を
図
る
。
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
児
童
虐
待
対

応
支
援
シ
ス
テ
ム
は
、
本
県
で
活
用
で
き
る

の
か
、
実
証
実
験
が
行
わ
れ
て
い
る
三
重
県

の
、
今
後
の
活
用
状
況
を
注
視
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
係
る

中
小
企
業
の
支
援
、
Ｇ
Ａ
Ｐ
 ※1
の
推
進
な
ど

も
質
問
）

田
村
け
い
子
委
員
（
公
明
）　

摂
食
障
害
の

相
談
は
、
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
や
保
健

所
で
対
応
し
て
い
る
が
、
相
談
に
つ
な
が
り

に
く
い
状
況
に
あ
る
。
相
談
窓
口
が
あ
る
こ

と
を
県
民
に
分
か
り
や
す
く
告
知
す
べ
き
だ

と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

保
健
福
祉
部
福
祉
担
当
部
長　

相
談
に
対
応

し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
よ
う
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
改
善
し
て
い
く
。
ま
た
、
治
療
に
は
周

囲
の
理
解
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
摂

食
障
害
の
正
し
い
知
識
や
Ｑ
＆
Ａ
な
ど
の
情

報
発
信
を
強
化
し
て
い
く
。
今
後
も
摂
食
障

害
に
苦
し
ん
で
い
る
人
が
少
し
で
も
早
く
相

談
に
つ
な
が
り
、
適
切
な
治
療
や
支
援
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
の
強
化
、
筑
波
山
地
域
ジ
オ
パ
ー
ク
の

推
進
な
ど
も
質
問
）

中
村
修
委
員
（
自
民
）　

人
材
不
足
が
顕
在

化
す
る
中
、
ベ
ト
ナ
ム
と
締
結
し
た
協
力
覚

書
を
踏
ま
え
、
今
後
、
外
国
人
材
の
受
け
入

れ
を
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て
い
く
の
か
。

知
事　

ベ
ト
ナ
ム
政
府
の
協
力
の
下
、
悪
質

な
送
り
出
し
機
関
の
排
除
と
優
良
な
送
り
出

し
機
関
と
の
交
流
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、

現
地
で
の
採
用
面
接
会
開
催
な
ど
に
よ
り
、

県
内
企
業
の
人
材
確
保
を
支
援
し
て
い
く
。

ま
た
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
相
談
体
制
や
、

ベ
ト
ナ
ム
の
職
業
紹
介
機
関
と
連
携
し
た
帰

国
後
の
就
労
支
援
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
に

よ
り
、
外
国
人
材
が
安
心
し
て
働
け
る
環
境

づ
く
り
を
進
め
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
取

り
組
み
を
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ミ
ャ
ン
マ
ー

お
よ
び
モ
ン
ゴ
ル
と
の
間
で
も
進
め
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
イ
バ
ラ
キ
セ
ン
ス
、
国
道
二
九

四
号
の
整
備
推
進
な
ど
も
質
問
）

田
口
伸
一
委
員
（
自
民
）　

ア
ク
ア
ワ
ー
ル

ド
茨
城
県
大
洗
水
族
館
新
館
整
備
事
業
に
つ

い
て
、
最
終
的
な
総
事
業
費
約
百
三
十
億
円

の
財
源
や
、
交
通
渋
滞
対
策
、
大
幅
な
集
客

ア
ッ
プ
を
可
能
と
す
る
方
策
と
は
。
そ
し
て
、

収
支
の
見
通
し
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

知
事　

ジ
ン
ベ
エ
ザ
メ
展
示
計
画
に
係
る
財

源
と
し
て
国
の
交
付
金
や
県
債
を
活
用
す
る
。

交
通
渋
滞
対
策
と
し
て
、
立
体
駐
車
場
設
置

や
公
有
地
活
用
の
ほ
か
、
パ
ー
ク
ア
ン
ド
バ

ス
ラ
イ
ド
 ※2

、公
共
交
通
機
関
の
利
用
拡
大

に
取
り
組
み
、
町
と
連
携
し
ソ
フ
ト
面
の
対

策
も
図
る
。
ま
た
、
他
の
観
光
施
設
と
連
携

を
密
に
し
入
館
者
確
保
を
図
り
、
定
期
的
な

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
な
ど
の
魅
力
向
上
策
で
維
持

し
て
い
く
。
収
支
は
、
水
族
館
ス
タ
ッ
フ
と

協
議
を
重
ね
、
他
水
族
館
の
状
況
も
参
考
に

試
算
し
た
も
の
で
実
現
可
能
と
考
え
て
い
る
。

谷
島
洋
司
委
員
（
自
民
）　

県
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー

ク
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
期
待
し
て
い
る
が
内

容
は
。
ま
た
、
地
域
住
民
に
愛
さ
れ
る
施
設

と
な
る
よ
う
渋
滞
な
ど
の
課
題
へ
の
取
り
組

み
を
石
岡
市
と
進
め
て
ほ
し
い
が
、
所
見
は
。

営
業
戦
略
部
長　

園
内
を
九
つ
の
ゾ
ー
ン
に

分
け
、
バ
ラ
を
中
心
と
し
た
テ
ー
マ
別
の
庭

園
や
、
地
元
食
材
を
使
っ
た
レ
ス
ト
ラ
ン
、

体
験
型
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
、
年
間
を

通
じ
て
来
園
し
た
く
な
る
施
設
へ
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
す
る
。
ま
た
、
渋
滞
の
主
な
原
因
は
駐

車
場
の
分
か
り
に
く
さ
と
台
数
不
足
に
あ
る

た
め
、
石
岡
市
で
、
駐
車
場
の
出
入
口
付
近

の
導
線
や
ス
ペ
ー
ス
の
改
善
、
臨
時
駐
車
場

整
備
な
ど
の
対
策
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

（
ほ
か
に
、
つ
く
ば
霞
ヶ
浦
り
ん
り
ん
ロ
ー

ド
の
観
光
消
費
額
増
加
へ
の
取
り
組
み
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
な
ど
も
質
問
）

玉
造
順
一
委
員
（
立
憲
）　

国
の
小
委
員
会

は
、
福
島
第
一
原
発
の
汚
染
水
を
海
洋
放
出

す
る
こ
と
で
「
よ
り
確
実
に
処
分
で
き
る
」

と
す
る
報
告
書
を
公
表
し
た
。
一
方
、
原
発

事
故
後
の
水
産
業
へ
の
ダ
メ
ー
ジ
を
考
え
る

と
、
元
気
な
農
山
漁
村
の
創
生
は
か
な
わ
な

く
な
る
。
汚
染
水
の
海
洋
放
出
へ
の
考
え
方

と
対
応
方
針
は
。

知
事　

こ
れ
ま
で
の
関
係
者
の
努
力
を
お
も

ん
ぱ
か
る
こ
と
な
く
、
結
論
あ
り
き
の
取
り

ま
と
め
を
行
う
こ
と
は
容
認
で
き
な
い
。
経

済
産
業
大
臣
か
ら
は
、
関
係
者
な
ど
の
意
見

を
よ
く
聞
い
た
上
で
、
風
評
へ
の
影
響
を
抑

え
る
こ
と
も
含
め
た
対
策
の
結
論
を
出
す
と

の
発
言
も
あ
っ
た
と
承
知
し
て
お
り
、
今
後
、

そ
の
状
況
を
踏
ま
え
対
応
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
今
後
の
県
財
政
の
目
標
と
運
営

方
針
、
多
様
性
を
尊
重
す
る
県
づ
く
り
に
向

け
た
取
り
組
み
な
ど
も
質
問
）

山
中
た
い
子
委
員
（
共
産
）　

難
聴
児
が
補

聴
機
と
一
体
で
使
用
す
る
補
聴
援
助
シ
ス
テ

ム
 ※3
の
修
理
代
を
含
め
た
費
用
、
成
長
に
合

わ
せ
た
人
工
内
耳
の
体
外
装
置
の
買
い
換
え

や
電
池
・
充
電
器
代
な
ど
へ
の
経
済
的
支
援

を
求
め
る
声
が
多
い
。
こ
れ
ら
の
経
済
的
支

援
の
拡
充
、
難
聴
児
在
籍
校
へ
の
補
聴
支
援

シ
ス
テ
ム
整
備
の
拡
充
に
つ
い
て
、
所
見
は
。

保
健
福
祉
部
福
祉
担
当
部
長
・
教
育
長　

補

聴
援
助
シ
ス
テ
ム
購
入
費
用
は
高
額
で
負
担

も
大
き
い
。
教
育
現
場
な
ど
を
踏
ま
え
助
成

対
象
拡
充
の
検
討
を
進
め
る
。
人
工
内
耳
に

係
る
修
理
は
国
で
助
成
対
象
と
す
る
検
討
を

し
て
お
り
動
向
を
注
視
す
る
。
ま
た
、
こ
の

シ
ス
テ
ム
の
有
用
性
を
市
町
村
に
周
知
し
、

必
要
に
応
じ
て
整
備
す
る
よ
う
働
き
掛
け
る
。

（
ほ
か
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
、

Ｔ
Ｘ
通
学
定
期
代
引
き
下
げ
な
ど
も
質
問
）

臼
井
平
八
郎
委
員
（
自
県
ク
）　

激
甚
化
す

る
豪
雨
災
害
の
状
況
を
踏
ま
え
、
国
は
、
県

や
市
町
村
の
河
川
事
業
を
支
援
す
る
た
め

「
緊
急
自
然
災
害
防
止
対
策
事
業
債
」
を
創

設
し
た
。
こ
の
支
援
状
況
を
受
け
て
、
河
川

の
堆
積
土
砂
撤
去
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

土
木
部
長　

堆
積
土
砂
の
撤
去
は
、
本
来
の

治
水
機
能
を
発
揮
さ
せ
る
対
策
と
し
て
、
即

効
性
が
あ
り
有
効
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
来

年
度
も
当
支
援
を
活
用
し
、
対
策
を
加
速
化

し
て
い
く
。
ま
た
、
事
業
実
施
に
当
た
り
、

コ
ス
ト
縮
減
や
掘
削
土
砂
の
搬
出
先
の
確
保

が
重
要
と
な
る
た
め
、
民
間
事
業
者
に
よ
る

砂
利
採
取
の
活
用
や
、
地
元
市
町
村
の
協
力

を
得
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
農
産
物
の
輸
出
拡
大
、
Ｃ
Ｓ
Ｆ

（
豚
熱
）
・
Ａ
Ｓ
Ｆ
（
ア
フ
リ
カ
豚
熱
）
へ

の
対
策
な
ど
も
質
問
）

岡
田
拓
也
委
員
（
自
民
）　

学
校
活
動
に
保

護
者
や
地
域
の
大
人
が
関
わ
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
 ※4
の
取
り
組
み
に
期
待
し

て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
導
入
・
運
用
に
当

た
っ
て
は
、
現
在
、
活
動
に
多
く
の
課
題
を

抱
え
て
い
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
も
連
携
し
て
取
り
組

ん
で
欲
し
い
。
今
後
、
ど
の
よ
う
に
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を
展
開
し
て
い
く
の
か
。

教
育
長　

地
域
実
態
に
即
し
た
導
入
が
進
む

よ
う
、
市
町
村
教
育
委
員
会
に
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
導
入
準
備
に
関
す
る
国
の

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
派
遣
事
業
の
活
用
を
呼
び

掛
け
、
好
事
例
の
紹
介
も
行
う
。
さ
ら
に
、

県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
と
も
情
報
を
共
有
し

て
同
制
度
の
理
解
促
進
を
図
り
つ
つ
、
各
学

校
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
連
携
し
て
展
開
に
取
り
組
む
。

（
ほ
か
に
、
自
主
防
災
組
織
の
支
援
、
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
支
援
な
ど
も
質
問
）

●
質
疑
者

３
月
18
日（
水
）　

　

鈴す
ず
き木　
　
　

将
ま
さ
し（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

　

齋さ
い
と
う藤　
　

英ひ
で
あ
き彰
（
県
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
）

　

田た
む
ら村　

け
い
子こ

（
公　
　

明　
　

党
）

　

中な
か
む
ら村　
　
　

修
お
さ
む（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

　

田た
ぐ
ち口　
　

伸し
ん
い
ち一
（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

３
月
19
日（
木
）

　

谷や
じ
ま島　
　

洋よ
う
じ司
（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

　

玉た
ま
つ
く
り造　
　

順
じ
ゅ
ん
い
ち一
（
立
憲
民
主
党
）

　

山や
ま
な
か中　

た
い
子こ

（
日
本
共
産
党
）

　

臼う
す
い井　

平へ
い
は
ち
ろ
う

八
郎
（
自
民
県
政
ク
ラ
ブ
）

　

岡お
か
だ田　
　

拓た
く
や也
（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

ことば ※1【GAP】…Good Agricultural Practiceの略語。農業において、食品安全、環境保全などを確保するための生産工程管理の取り組み。
※2【パークアンドバスライド】…観光地などの交通混雑を緩和するため、目的地へ向かう途中で自動車を駐車場に停めてバスに乗り換え目的地まで移動する方法。

予 算 特 別 委 員 会

質疑の録画映像
は、こちらから
ご覧になれます



いばらき県議会だより No.2112020年（令和2年）5月3日（日曜日） 8

総務企画委員会

常任委員会の審査から

防災環境産業委員会

保健福祉医療委員会

問　

つ
く
ば
霞
ヶ
浦
り
ん
り
ん

ロ
ー
ド
は
、
潮
来
Ｉ
Ｃ
か
ら
神
栖

市
ま
で
の
十
キ
ロ
を
つ
な
げ
れ
ば
、

総
延
長
が
日
本
一
に
な
り
、
魅
力

に
な
る
。
県
の
考
え
は
。

答　

サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
の
魅

力
は
、
走
行
環
境
や
受
け
入
れ
環

境
、
民
間
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
な
ど

を
総
合
的
に
勘
案
す
る
必
要
が
あ

る
。
県
の
自
転
車
活
用
推
進
計
画

と
整
合
性
を
図
り
つ
つ
、
周
辺
自

治
体
と
連
携
し
な
が
ら
魅
力
あ
る

コ
ー
ス
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

問

Ｉ
Ｂ
Ａ
Ｒ
Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｅ
Ｅ

Ｗ
ⅰ︲

Ｆ
ⅰ
は
、
県
西
地
域
で
は

設
置
施
設
数
が
十
七
施
設
し
か
な

い
。
地
域
間
の
偏
在
を
無
く
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、

今
後
の
推
進
方
針
は
。

答　

整
備
が
進
ん
で
い
な
い
地
域

で
は
理
由
を
把
握
し
な
が
ら
、
戦

略
性
を
持
っ
て
取
り
組
む
。
例
え

ば
県
西
地
域
で
は
、
圏
央
道
の
四

車
線
化
な
ど
を
踏
ま
え
、
地
域
振

興
と
連
携
を
図
り
進
め
て
い
く
。

問　

世
界
保
健
機
関
が
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
と
認
定
し
、
世
界
に
強
い

危
機
感
が
広
が
る
中
、
飲
食
店
や

ホ
テ
ル
、
旅
館
な
ど
、
地
域
経
済

に
も
深
刻
な
影
響
が
見
ら
れ
る
。

今
後
の
対
応
の
見
通
し
は
。

答　

先
般
、
発
表
さ
れ
た
国
の
第

２
弾
の
緊
急
対
応
策
は
、
大
規
模

な
、
非
常
に
多
岐
に
わ
た
る
も
の

と
な
っ
て
お
り
、
現
在
、
関
係
部

局
と
連
携
し
な
が
ら
、
情
報
収
集

や
対
応
の
検
討
を
進
め
て
い
る
。

問　

群
馬
県
で
は
、
鳥
獣
被
害
対

策
の
専
門
組
織
を
設
置
し
、
野
生

鳥
獣
の
被
害
防
止
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
本
県
で
も
、
対
策
を
効
率

的
・
効
果
的
に
実
施
す
る
た
め
、

一
元
的
な
組
織
体
制
へ
の
見
直
し

が
必
要
だ
と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

答　

群
馬
県
の
事
例
な
ど
も
調
査

し
た
上
で
、
今
後
の
組
織
の
在
り

方
に
つ
い
て
、
一
元
化
し
た
場
合

の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
な
ど

を
含
め
て
、
関
係
部
局
と
連
携
し

て
検
討
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
県
西
地
域
の
活
性
化

方
策
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
に
よ
る
県
税
の
納
税
猶
予
な

ど
も
質
問
）

問

大
洗
水
族
館
新
館
整
備
事
業
 ※1

は
、
交
通
渋
滞
を
は
じ
め
周
辺
へ

の
影
響
を
分
析
す
べ
き
だ
が
、
ひ

た
ち
な
か
大
洗
リ
ゾ
ー
ト
構
想
 ※2

の
中
で
協
議
さ
れ
た
も
の
か
。
ま

た
、
目
標
入
館
者
数
を
二
百
万
人

と
し
た
根
拠
は
。
収
支
見
通
し
は
、

現
水
族
館
の
地
方
債
残
額
も
含
め

て
試
算
し
て
い
る
の
か
。

答　

リ
ゾ
ー
ト
構
想
は
、
個
別
の

取
り
組
み
を
一
体
化
し
地
域
魅
力

を
深
め
る
方
向
性
を
示
し
た
も
の
。

本
事
業
も
構
想
に
沿
い
進
め
た
い
。

渋
滞
対
策
は
、
駐
車
場
確
保
や
迂

回
誘
導
サ
イ
ン
な
ど
の
交
通
対
策

で
車
両
の
過
剰
流
入
防
止
を
考
え

て
い
る
。
現
水
族
館
は
初
年
度
に

入
館
者
数
で
百
六
十
五
万
人
の
実

績
が
あ
り
、
魅
力
向
上
で
二
百
万

人
は
可
能
と
考
え
る
。
現
水
族
館

投
資
に
は
回
収
ス
キ
ー
ム
は
な
く
、

新
館
事
業
は
黒
字
継
続
に
よ
る
償

還
が
可
能
と
い
う
考
え
で
あ
る
。

問　

令
和
元
年
東
日
本
台
風
で
の

被
災
者
へ
の
生
活
必
需
品
の
提
供

に
つ
い
て
、
市
町
村
へ
よ
り
早
期

に
通
知
す
べ
き
だ
っ
た
の
で
は
。

答　

仮
設
住
宅
入
居
者
な
ど
へ
の

生
活
必
需
品
の
提
供
は
、
被
災
市

町
村
に
取
り
組
み
を
促
し
た
。
今

後
は
、
今
回
を
教
訓
に
、
早
期
周

知
に
努
め
、
市
町
村
や
協
定
締
結

事
業
者
と
協
力
し
対
応
し
て
い
く
。

問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
た
め
、
休
校
や
イ
ベ
ン
ト
自

粛
に
よ
り
中
小
企
業
売
上
げ
が
大

幅
減
少
し
て
い
る
が
、
補
填
策
は
。

答　

国
で
は
、
休
業
補
償
や
製
造

業
設
備
投
資
へ
の
一
部
補
助
を
実

施
し
て
お
り
、
県
で
は
、
中
小
企

業
向
け
の
融
資
枠
を
確
保
す
る
。

問　

中
小
企
業
振
興
公
社
が
不
適

切
な
事
務
処
理
に
よ
り
国
か
ら
処

分
を
受
け
、
い
ば
ら
き
中
小
企
業

グ
ロ
ー
バ
ル
推
進
機
構
 ※3
に
移
行

す
る
が
、
県
に
も
責
任
が
あ
り
、

け
じ
め
の
つ
け
方
が
あ
る
の
で
は
。

答　

指
導
監
督
に
当
た
る
県
の
責

任
を
痛
感
し
て
い
る
。
深
く
反
省

し
改
善
に
努
め
る
と
と
も
に
、
本

意
見
は
総
務
部
に
も
伝
え
る
。

（
ほ
か
に
マ
イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
普

及
策
、
小
規
模
事
業
者
の
Ｂ
Ｃ

Ｐ
 ※4

策
定
支
援
状
況
な
ど
も
質

問
）

問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
に
つ
い
て
、
今
後
、
県
と

し
て
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

答　

茨
城
県
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
等
対
策
行
動
計
画
に
準
じ
て
状

況
に
応
じ
た
対
応
を
取
っ
て
い
く

ほ
か
、
三
月
十
七
日
に
医
療
関
係

者
な
ど
で
構
成
す
る
県
の
感
染
症

対
策
協
議
会
を
開
催
し
、
関
係
機

関
と
の
連
携
を
図
る
。
ま
た
、
県

内
で
感
染
者
が
確
認
さ
れ
た
場
合

は
、
県
疾
病
対
策
課
に
設
置
し
て

い
る
相
談
窓
口
を
二
十
四
時
間
体

制
と
し
、
相
談
体
制
を
強
化
す
る
。

問　

本
県
の
里
親
委
託
率
が
全
国

平
均
よ
り
低
い
。
里
親
制
度
の
推

進
に
当
た
り
、
今
後
、
県
と
し
て

ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

答　

家
庭
的
な
環
境
で
養
育
す
る

里
親
制
度
に
つ
い
て
、
家
庭
養
育

優
先
原
則
に
基
づ
き
積
極
的
に
推

進
す
る
。
里
親
の
理
解
や
サ
ポ
ー

ト
体
制
の
充
実
が
重
要
で
あ
る
た

め
、
新
年
度
予
算
で
は
里
親
に
対

す
る
包
括
的
な
支
援
の
予
算
を
拡

充
し
、
里
親
制
度
の
普
及
促
進
や

里
親
委
託
率
の
向
上
を
図
っ
て
い

く
。

問　

医
師
不
足
だ
け
で
な
く
、
看

護
師
不
足
も
課
題
で
あ
る
。
看
護

師
の
確
保
に
向
け
、
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。

答　

県
で
は
、「
養
成
」「
定
着
」「
再

就
業
」「
質
の
向
上
」
の
四
つ
の

柱
を
掲
げ
、
養
成
所
の
運
営
・
支

援
を
は
じ
め
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
た

め
の
研
修
補
助
な
ど
に
、
総
合
的

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

問　

次
世
代
育
成
プ
ラ
ン
の
代
表

指
標
は
「
理
想
と
す
る
子
ど
も
の

数
と
実
際
の
子
ど
も
の
数
の
差
」

を
「
現
状
よ
り
改
善
」
と
し
て
い

る
が
、
数
値
化
す
べ
き
で
は
。

答　

結
婚
や
出
産
に
対
す
る
価
値

観
が
多
様
化
す
る
中
、
目
標
を
数

値
化
す
る
の
で
は
な
く
、
総
合
的

な
評
価
を
行
う
こ
と
と
し
た
。
計

画
の
見
直
し
の
際
に
は
、
県
民
が

夢
を
持
て
る
よ
う
な
数
値
目
標
を

検
討
し
た
い
。

（
ほ
か
に
、
医
師
修
学
資
金
貸
与

事
業
、
茨
城
県
食
品
衛
生
法
施
行

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
な

ど
も
質
問
）

ことば

ことば

※3【いばらき中小企業グローバル推進機構】…茨城県中小企業振興公社の業務を引き継ぎ、新たにジェトロ茨城と連携して県内中小企業の海外展開を推進する組織として、令和２年４月１日に設立。７月以
降に、現在の中小企業振興公社を吸収合併する予定。

※4【BCP】…BCP（事業継続計画）は、自然災害や大事故など、企業活動の継続が危ぶまれる事態が発生した際、中核事業の継続や早期復旧が可能となるよう、緊急時における対応や平時に行うべき活動をとりまとめておく計画。

※1【大洗水族館新館整備事業】…アクアワールド茨城県大洗水族館に集客力があるジンベエザメを展示する新館を整備することにより誘客促進とともに地域経済活性化を図るもの。
※2【ひたちなか大洗リゾート構想】…多くの観光資源に恵まれた本県を代表する観光地となっているひたちなか大洗地域について、県と地元市町、関係団体等が連携し、豊かな観光資源を結び付けることで、

よりおしゃれで洗練されたリゾートを目指すもの。

※常任委員会の質疑は、県内での新型コロナウイルス感染者が確認されていなかった3月12日・13日に行われたものです。

お花見ライドも楽しめる
つくば霞ヶ浦りんりんロード

現在のアクアワールド茨城県大洗水族館

里親制度のさらなる普及促進を

関
係
機
関
と
連
携
す
る
ほ
か
、
県
内
で
患
者

が
出
た
場
合
は
、
相
談
体
制
を
強
化
す
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の

今
後
の
対
策
は

具
体
的
協
議
は
今
後
だ
が
、
魅
力
向
上
に

よ
り
二
百
万
人
集
客
は
可
能
と
考
え
る

つ
く
ば
霞
个
浦
り
ん
り
ん
ロ
ー
ド
の
魅
力
づ
く
り

に
向
け
て
総
延
長
日
本
一
を
目
指
し
て
は

走
行
環
境
や
受
け
入
れ
環
境
な
ど

総
合
的
に
魅
力
づ
く
り
を
進
め
る

大
洗
水
族
館
新
館
整
備
は
、
周
辺
地
域

と
十
分
に
協
議
さ
れ
た
も
の
か
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問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
よ
る
中
国
人
技
能
実
習
生
な

ど
へ
の
懸
念
な
ど
が
報
告
さ
れ
た

が
、
現
状
と
今
後
の
対
応
は
。

答　

実
習
生
、
在
留
資
格
「
特
定

技
能
」
を
有
す
る
中
国
人
の
う
ち
、

一
時
帰
国
者
、
新
規
実
習
生
の
入

国
が
で
き
ず
、
四
月
の
予
定
も
不

透
明
で
あ
る
。
現
時
点
で
営
農
に

支
障
が
出
て
い
る
情
報
は
な
い
が
、

農
繁
期
を
迎
え
る
農
家
で
は
人
手

不
足
が
懸
念
さ
れ
、
関
係
者
や
団

体
と
情
報
を
共
有
し
て
い
く
。

問　

米
の
食
味
ラ
ン
キ
ン
グ
に
お

い
て
、
連
続
し
て
特
Ａ
を
と
る
こ

と
で
県
産
米
の
食
味
評
価
向
上
に

つ
な
げ
て
ほ
し
い
。
ど
の
よ
う
に

取
り
組
む
の
か
。

答　

一
昨
年
の
県
北
地
域
に
続
き
、

昨
年
は
県
央
地
域
で
特
Ａ
を
獲
得

し
た
。
高
温
が
品
質
に
影
響
す
る

た
め
、
遅
植
え
し
て
高
温
期
の
出

穂
を
避
け
る
な
ど
の
取
り
組
み
を

進
め
て
き
た
が
、
引
き
続
き
、
品

質
・
食
味
を
向
上
さ
せ
る
技
術
を

取
り
入
れ
、
継
続
し
た
特
Ａ
獲
得

に
つ
な
げ
た
い
。

問　

ト
ッ
プ
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
位

置
づ
け
る
梨
の
「
恵
水
」
  ※1
、
豚

肉
の
「
常
陸
の
輝
き
」
  ※2
の
販
売

状
況
は
。
ま
た
、
県
民
へ
の
認
知

度
を
ど
う
向
上
さ
せ
る
の
か
。

答　
「
恵
水
」
は
都
内
高
級
果
実

店
で
、「
常
陸
の
輝
き
」
は
ミ
シ
ュ

ラ
ン
二
つ
星
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
採

用
さ
れ
た
。
ま
だ
供
給
量
が
少
な

い
た
め
、
都
内
向
け
高
単
価
品
と

の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
な
が
ら
、
県

内
販
売
も
増
や
し
て
い
き
た
い
。

問　

洗
練
さ
れ
た
お
土
産
づ
く
り

や
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
を
活
用

し
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
進
め
て

ほ
し
い
が
、
所
見
は
。

答　

茨
城
の
食
は
美
味
し
い
が
素

朴
で
改
良
の
余
地
が
あ
る
と
考
え

て
お
り
、
そ
の
磨
き
上
げ
と
新
し

い
名
物
を
作
る
こ
と
の
両
面
か
ら

取
り
組
ん
で
い
く
。
ま
た
、
い
ば

ら
き
観
光
マ
イ
ス
タ
ー
Ｓ
級
  ※3
な

ど
、
知
識
と
プ
レ
ゼ
ン
力
の
あ
る

方
を
Ｐ
Ｒ
に
生
か
し
て
い
き
た
い
。

（
ほ
か
に
、
か
ん
し
ょ
の
生
産
拡

大
、
茨
ひ
よ
り
を
活
用
し
た
Ｐ
Ｒ

な
ど
も
質
問
）

問　

令
和
元
年
東
日
本
台
風
に
よ

り
被
災
し
た
河
川
の
復
旧
状
況
は
。

ま
た
、
住
宅
地
に
隣
接
す
る
河
川

は
市
町
村
と
連
携
し
点
検
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

答　

応
急
復
旧
工
事
は
、
昨
年
一

一
月
上
旬
ま
で
に
全
て
完
了
し
、

本
復
旧
工
事
は
五
月
末
ま
で
に
完

了
予
定
。
河
川
の
点
検
は
、
河
川

法
施
行
令
に
基
づ
き
、
出
水
期
前

に
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
県
水

防
計
画
に
基
づ
き
、
重
要
水
防
箇

所
の
点
検
は
地
元
市
町
村
や
、
沿

川
住
民
と
共
同
で
行
っ
て
い
る
。

問　

防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化

の
た
め
の
三
か
年
緊
急
対
策
に
お

け
る
事
業
箇
所
の
選
定
方
法
お
よ

び
全
体
の
予
算
額
は
。
ま
た
、
令

和
三
年
度
以
降
の
状
況
は
。

答　

点
検
結
果
を
踏
ま
え
、
三
年

間
で
集
中
的
に
整
備
効
果
が
表
れ

る
箇
所
を
選
定
し
た
。
河
川
の
全

体
予
算
額
は
約
七
〇
億
円
で
あ
る
。

令
和
三
年
度
以
降
も
引
き
続
き
継

続
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
国
に
働

き
掛
け
て
い
く
。

問　

偕
楽
園
有
料
化
後
初
め
て
の

梅
ま
つ
り
に
つ
い
て
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
も
あ
る
が
、

入
園
者
数
や
取
り
組
み
の
状
況
は
。

答　

入
園
者
は
例
年
よ
り
少
な
い

が
、
臨
時
券
売
所
の
設
置
や
券
の

事
前
販
売
な
ど
の
対
策
を
講
じ
、

有
料
化
に
伴
う
混
乱
は
な
い
。
新

た
な
魅
力
向
上
策
と
し
て
、
人
力

車
や
ベ
ロ
タ
ク
シ
ー
の
運
行
、
茨

ひ
よ
り
の
園
内
放
送
、
好
文
亭
の

呈
茶
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
実
施
し
た
。

問　

茨
城
県
開
発
公
社
と
茨
城
県

企
業
公
社
は
い
つ
合
併
す
る
の
か
。

ま
た
、
企
業
公
社
側
の
合
併
の
メ

リ
ッ
ト
は
。

答　

七
月
一
日
の
合
併
に
向
け
、

現
在
手
続
き
を
進
め
て
い
る
。
企

業
公
社
は
、
県
企
業
局
か
ら
浄
水

場
の
運
転
管
理
な
ど
を
受
託
し
て

き
た
。
合
併
に
よ
り
、
開
発
公
社

の
持
つ
経
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
吸
収

し
な
が
ら
、
市
町
村
の
水
道
事
業

に
対
す
る
支
援
拡
充
の
足
掛
か
り

に
な
る
よ
う
な
効
果
を
期
待
す
る
。

（
ほ
か
に
、
公
共
事
業
の
工
期
設

定
、
筑
西
幹
線
道
路
の
整
備
状
況

と
今
後
の
見
通
し
な
ど
も
質
問
）

問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
、
運
転
免
許
を

更
新
で
き
な
い
場
合
の
対
応
は
。

答　

運
転
免
許
の
有
効
期
間
の
末

日
が
、
三
月
十
三
日
か
ら
三
十
一

日
に
あ
る
場
合
、
運
転
免
許
セ
ン

タ
ー
な
ど
で
所
定
の
手
続
き
を
行

え
ば
、
有
効
期
限
を
三
か
月
間
延

長
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
既

に
失
効
し
て
し
ま
っ
た
場
合
で
も
、

再
取
得
の
手
続
き
は
必
要
で
あ
る

が
、
適
正
試
験
に
合
格
し
、
更
新

時
講
習
を
受
講
す
れ
ば
、
学
科
試

験
と
技
能
試
験
が
免
除
さ
れ
る
。

問　

近
年
、
全
国
的
に
交
番
や
駐

在
所
が
襲
撃
さ
れ
、
拳
銃
を
奪
わ

れ
る
事
案
が
連
続
し
て
発
生
し
て

い
る
。
襲
撃
に
備
え
、
ど
の
よ
う

な
対
策
を
講
じ
て
い
る
の
か
。

答　

交
番
や
駐
在
所
に
お
け
る
安

全
確
保
を
強
化
す
る
た
め
、
実
践

的
な
訓
練
の
実
施
、
装
備
・
施
設

の
改
善
、
組
織
的
な
対
応
な
ど
の

諸
対
策
を
講
じ
て
い
る
。
今
後
も

対
策
を
推
進
し
、
拳
銃
奪
取
事
案

の
絶
無
に
努
め
て
い
く
。

問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
よ
り
小
中
学
校
が
一
斉
臨
時

休
業
と
な
っ
た
が
、
学
校
給
食
費

の
取
り
扱
い
や
学
校
給
食
業
者
へ

の
支
援
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答　

学
校
給
食
費
は
保
護
者
へ
返

還
す
る
よ
う
市
町
村
に
要
請
し
た
。

学
校
給
食
業
者
に
対
し
て
は
、
国

の
雇
用
調
整
助
成
金
や
融
資
制
度

の
活
用
に
つ
い
て
周
知
し
た
。

問　

令
和
二
年
度
か
ら
、
県
立
中

高
一
貫
教
育
校
に
お
い
て
、
生
徒

一
人
一
台
端
末
に
よ
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教

育
が
推
進
さ
れ
る
。
端
末
の
整
備

と
教
員
へ
の
支
援
に
つ
い
て
、
今

後
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

答　

課
題
解
決
型
学
習
、
遠
隔
教

育
、
学
び
の
履
歴
の
記
録
な
ど
、

端
末
の
役
割
や
狙
い
を
明
確
に
し

て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
教
員

に
対
し
て
は
、
教
育
研
修
セ
ン

タ
ー
で
の
研
修
や
、
グ
ー
グ
ル
と

連
携
し
た
研
修
会
の
開
催
な
ど
、

教
員
の
技
能
を
高
め
ら
れ
る
よ
う

支
援
し
て
い
き
た
い
。

（
ほ
か
に
、
不
祥
事
の
防
止
対
策
、

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
開
催
に
向
け
た
準

備
状
況
な
ど
も
質
問
）

ことば

ことば

※3【いばらき観光マイスターＳ級】…観光知識や接遇スキルを有する方々を認定する「観光マイスター」制度において、筆記試験および面接試験に合格し、観光案内でのより高
い知識に加え、おもてなしの心による高い接遇スキルが認められた方々に贈られる称号。

※1【恵水】…平成28年より本格出荷を開始した、茨城県オリジナル品種の梨。大玉で糖度が高く、酸味が少ないのが特徴。
※2【常陸の輝き】…県が開発したデュロック種雄豚「ローズＤ－１」を活用して生産する新たな銘柄豚。平成30年12月から販売開始。筋肉内脂肪含量が高く、柔らかく、旨みや

香りの良い肉質が特徴。

トップブランドに位置付ける梨の「恵水」

偕楽園を走るベロタクシー

１人１台端末を用いた授業（古河中等教育学校）

本
復
旧
工
事
は

五
月
末
ま
で
に
完
了
予
定

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る

中
国
人
技
能
実
習
生
な
ど
へ
の
影
響
は

農
繁
期
を
迎
え
る
農
家
で
は

人
手
不
足
が
懸
念
さ
れ
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る

運
転
免
許
更
新
手
続
き
の
対
応
は

有
効
期
限
の
延
長
や
再
取
得
時
の

学
科
・
技
能
試
験
の
免
除
を
行
う

令
和
元
年
東
日
本
台
風
に
よ
り

被
災
し
た
河
川
の
復
旧
状
況
は
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○県北地域牽引産業・中核企業創出事業
 （4,000万円）
・高い技術力をもった企業や研究機関が集積す

る県北地域の産業競争力を強化
・地域外企業や大手企業等との取引の中心とな

る県北地域の中核企業の等の販路開拓等を支援

○優良繁殖和牛群整備対策事業
 （1億5,500万円）
・常陸牛を世界トップブランドに育成するため

の一貫した生産体制を構築
・優良な繁殖雌牛の増頭や獣医師による繁殖コ

ンサルティング等を支援

○茨城経営者育成事業 （1,500万円）
・新たなビジネス展開や生産性向上を志す経営

者を対象とした研究会の開設
・各界で活躍する著名な経営者などのトップ

リーダーを招聘した講義やディスカッション

○「いばらきの養殖産業」創出事業 （800万円）
・陸上養殖産業の創出にチャレンジするための

調査・検討の実施

○外国人材活躍促進事業 （1億700万円）
・外国人材の確保に向けた就職マッチング機能

の強化

○プロフェッショナル人材戦略拠点運営
事業  （8,300万円）

・大手企業人材のセカンドキャリアへの誘導と
県内企業とのマッチングを実施

○医師修学資金貸与事業 （7億8,600万円）
・医師を目指す方への支援を通じた医師確保の

推進
・医師修学資金の貸与及び海外医科大学卒業生

を対象とした支援

○あすなろの郷再編整備関連事業（9,300万円）
・障害者が地域で安心して暮らすための支援体

制を充実
・あすなろの郷の再編整備に向けた用地造成及

び既存施設の解体設計

○国土強靱化３か年緊急対策に対応した防
災・減災事業 （122億3,600万円）

・国土強靱化３か年緊急対策に対応した防災・
減災対策を推進

・道路の法面対策や橋梁の耐震化、河道改修等

○ＩＣＴ活用による医療体制強化支援事業 
 （3,100万円）

・医療機関への「遠隔画像診断治療補助システ
ム」等の導入支援

○犬猫殺処分ゼロを目指す環境整備事業　 
 （2,700万円）

・地域猫の不妊去勢手術への支援や適正飼育指
導員による監視及び指導等

○県立学校先端技術活用教育推進事業　　
　　 （1億700万円）

・中高一貫教育校におけるＩＣＴ環境の整備に
より「学びの質・効率性」を向上

・１人１台端末を活用した授業環境整備、遠隔
教育環境や学習支援アプリの導入等

○外国語指導助手招致事業 （2億4,200万円）
・国際社会で活躍できる人材を強力に育成県立

高等学校等への外国語指導助手（ＡＬＴ）の
配置を大幅に増

○里親養育包括支援事業 （5,800万円)
・就学前の子どもの家庭養育原則を踏まえ、里

親委託を強力に推進
・里親リクルートや委託後の里親家庭への訪問

支援等を大幅に増

○いじめ問題対策推進事業 （3,800万円）
・ＳＮＳの活用などによるいじめ対策の強化

○プログラミング・エキスパート育成事業
 （4,500万円）
・中高生を対象としたトップレベルのプログラ

ミング・ＡＩ人材の育成

○図書館魅力向上推進事業 （6,800万円）
・県立図書館におけるカフェスペース設置のた

めの改修工事

○アクアワールド茨城県大洗水族館新館整
備事業 
 （当初案3億4,700万円⇒減額修正後4,500万円）

　（減額修正後の事業内容）
・魅力向上に向けた調査など

○ビジット茨城・観光誘客プロモーション
事業 （2億3,000万円）

・都内等滞在インバウンドの誘客促進、市場別
戦略に基づくプロモーションの展開

・個人観光客向けオリジナルツアー等の実施、
県内周遊バスへの支援によるツアー造成の促進

○スタートアップ・エコシステム拠点都市
推進事業 （4,000万円）

・世界的なスタートアップイベントの誘致等に
より、起業・創業の拠点都市を形成

・「Venture café」によるイノベーション創出
支援プログラム・イベントを継続的に提供

○県北ニューツーリズム推進事業
 （4,300万円）
・県北地域におけるロングトレイルコースの整

備・プロモーション等の推進

○県民の森等魅力向上事業 （2,000万円）
・県民の森及び県植物園の魅力向上に向けた計

画の策定

○「茨城をたべよう」食の魅力発信強化事業 
 （1,800万円）

・企業等と連携した県産品販売イベントを都内
で開催

 「新しい豊かさ」への
  チャレンジ

１

 「新しい安全安心」への
  チャレンジ

2

 「新しい人財育成」への
  チャレンジ

3

 「新しい夢・希望」への
  チャレンジ

4

令和２年度一般会計予算（減額修正後）の内訳

歳  入  総  額

1兆1,629億1,700万円

歳  出  総  額

1兆1,629億1,700万円

歳　入

33.3％県税
3，867億100万円4.4％地方譲与税

515億6，600万円

2.3％

使用料及び手数料
178億200万円 1.5％

繰入金
268億4，500万円

0.4％
繰越金
50億円

16.3％地方交付税
1，898億200万円

12.1％国庫支出金
1，401億9,300万円

0.8％
分担金及び負担金
87億400万円

10.3％

諸収入
872億6，400万円 歳　出

0.4％その他
54億3,200万円

・労働費
・議会費
・災害復旧費　
・予備費

・地方特例交付金  ・財産収入
・交通安全対策特別交付金  ・寄附金  

3.1％総務費
365億5，200万円

23.6％教育費
2，746億8，900万円

18.8％保健福祉費
2，182億9,800万円

7.1％

商工費
822億1,500万円

5.5％警察費
639億4，800万円

7.5％

県債
1，201億2，600万円

10.7％

地方消費税清算金
1，244億6，500万円

1.1％企画開発費
126億4,900万円 0.9％生活環境費

99億6，000万円
0.4％

その他
44億4,900万円

12.7％公債費
1，472億3,800万円

4.2％農林水産業費
491億3，600万円

12.6％諸支出金
1,462億1,400万円

10.0％土木費
1，165億8,600万円

主 な 事 業
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国
に
対
し
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の

強
化
を
求
め
る
意
見
書
」を
提
出
し
ま
し
た

国
に
お
い
て
は
左
記
事
項
に
つ
い
て
、
早
急
な
対
応
が
図
ら
れ
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

記

一　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
、
こ
れ
以
上
国
内
に
侵
入
す
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
、
空
港
、

港
湾
等
で
の
検
疫
、
入
国
管
理
体
制
の
強
化
な
ど
水
際
で
の
防
御
に
万
全
を
期
す
こ
と
。

二　

検
査
キ
ッ
ト
、
治
療
法
お
よ
び
ワ
ク
チ
ン
の
早
期
開
発
に
向
け
官
民
挙
げ
て
取
り
組
む

こ
と
。

三　

感
染
者
を
早
期
に
見
極
め
て
、
感
染
拡
大
の
防
止
及
び
適
切
な
受
診
と
治
療
に
つ
な
げ

る
た
め
、
検
査
態
勢
を
強
化
す
る
こ
と
。

四　

マ
ス
ク
や
消
毒
液
、
医
薬
品
・
防
護
用
具
等
、
感
染
予
防
や
医
療
に
必
要
な
物
資
が
不

足
し
な
い
よ
う
、
供
給
体
制
の
確
保
に
万
全
の
対
策
を
講
じ
る
な
ど
、
国
内
で
の
感
染
拡

大
の
防
止
対
策
を
強
化
す
る
こ
と
。

五　

国
民
、
訪
日
外
国
人
、
地
方
公
共
団
体
に
正
し
い
情
報
を
迅
速
に
提
供
す
る
こ
と
。

六　

観
光
関
連
産
業
や
製
造
業
な
ど
、
経
済
的
に
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
る
経
営
体
力
が

弱
い
中
小
零
細
企
業
に
対
し
、
必
要
な
支
援
を
行
う
こ
と
。

　
　

あ
わ
せ
て
、
感
染
の
拡
大
に
伴
い
イ
ベ
ン
ト
の
中
止
等
が
要
請
さ
れ
る
な
か
、
事
業
の

休
止
等
に
よ
り
休
業
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
事
業
者
や
労
働
者
、
そ
の
家
族
が
安
心
し
て
生

活
で
き
る
よ
う
、
必
要
な
支
援
を
行
う
こ
と
。

七　

政
府
に
よ
る
小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
、
特
別
支
援
学
校
等
に
お
け
る
一
斉
臨
時

休
業
要
請
に
伴
う
対
応
と
し
て
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
等
の
体
制
整
備
に
向
け
た
支
援
や
、

休
職
せ
ざ
る
を
得
な
い
保
護
者
の
所
得
減
少
に
対
す
る
補
償
に
係
る
具
体
策
を
早
急
に
と

り
ま
と
め
て
示
す
こ
と
。

　
　

あ
わ
せ
て
、
授
業
時
数
の
不
足
に
よ
る
学
力
低
下
等
へ
の
懸
念
に
対
し
、
必
要
な
対
策

を
講
じ
る
こ
と
。

八　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
理
由
と
し
た
風
評
被
害
を
防
止
し
、
不
当
な
差
別
な

ど
を
防
ぐ
た
め
、
国
の
責
任
の
も
と
必
要
な
対
策
を
講
じ
る
こ
と
。

九　

地
方
公
共
団
体
が
実
施
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
対
し
、
十
分
な
財

政
的
支
援
を
行
う
こ
と
。

 

令
和
二
年
三
月
五
日　

提
出

令
和
元
年
度
・
二
年
度
補
正
予
算
案

（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
対
応
策
）

が
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た

　

知
事
か
ら
提
出
さ
れ
た
令
和
二
年
度
一
般
会
計
予
算
案
（
ア

ク
ア
ワ
ー
ル
ド
茨
城
県
大
洗
水
族
館
新
館
整
備
事
業
）
は
、
次

の
と
お
り
、
防
災
環
境
産
業
委
員
会
、
予
算
特
別
委
員
会
に
お

い
て
審
議
さ
れ
、
予
算
特
別
委
員
会
で
提
出
さ
れ
た
減
額
修
正

案
は
、
閉
会
日
に
討
論
を
経
て
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

事
業
の
目
的
・
予
算
案
概
要　

・
ひ
た
ち
な
か
大
洗
リ
ゾ
ー
ト
構
想
の
中
核
施
設
で
あ
る
ア
ク

ア
ワ
ー
ル
ド
・
大
洗
に
ジ
ン
ベ
エ
ザ
メ
を
生
涯
飼
育
・
展
示

で
き
る
新
施
設
を
整
備
し
、
さ
ら
な
る
誘
客
促
進
を
図
る
。

・
令
和
二
年
度
当
初
予
算
案
で
は
、
新
施
設
の
整
備
に
向
け
た

設
計
、
ジ
ン
ベ
エ
ザ
メ
の
確
保
・
畜
養
な
ど
に
要
す
る
三
億

四
千
七
百
万
円
を
計
上
。

　

防
災
環
境
産
業
委
員
会
に
お
け
る
審
査
結
果　

　

各
委
員
か
ら
、
本
事
業
に
は
、
ひ
た
ち
な
か
大
洗
リ
ゾ
ー
ト

構
想
に
お
け
る
位
置
付
け
、
多
額
の
投
資
に
対
す
る
費
用
対
効

果
や
収
支
見
通
し
、
渋
滞
対
策
な
ど
の
周
辺
環
境
へ
の
影
響
な

ど
、
計
画
に
不
明
確
・
不
透
明
な
点
が
多
く
あ
る
と
の
意
見
が

出
さ
れ
、
新
館
整
備
の
必
要
性
を
含
め
、
広
く
議
論
を
し
た
上

で
慎
重
に
進
め
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
否
決
す
べ
き
も
の

と
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

予
算
特
別
委
員
会
に
お
け
る
減
額
修
正
案
の
提
出
・
可
決　

　

各
委
員
に
よ
る
質
疑
後
、
い
ば
ら
き
自
民
党
か
ら
、
次
の
と

お
り
本
事
業
予
算
に
係
る
減
額
修
正
案
が
提
出
さ
れ
、
公
明
党
、

日
本
共
産
党
、
立
憲
民
主
党
に
よ
る
提
出
者
へ
の
質
疑
を
経
て
、

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

・
ア
ク
ア
ワ
ー
ル
ド
・
大
洗
を
は
じ
め
、
本
県
の
魅
力
向
上
や

観
光
振
興
に
向
け
た
取
り
組
み
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い

が
、
本
事
業
は
、
収
支
の
見
通
し
、

交
通
渋
滞
対
策
、
議
会
と
議
会
を

通
じ
た
県
民
へ
の
説
明
責
任
な
ど

の
点
で
議
論
・
検
討
が
十
分
で
は

な
く
、
性
急
過
ぎ
る
。

・
こ
の
た
め
、
ま
ず
は
現
状
課
題
と

な
っ
て
い
る
交
通
環
境
や
イ
ン
フ

ラ
整
備
に
向
け
た
調
査
な
ど
が
魅

力
向
上
の
上
で
必
要
と
の
認
識
に

立
ち
本
事
業
の
見
直
し
を
行
い
、
そ

の
結
果
、
予
算
減
額
修
正
案
（
三

億
二
百
万
円
減
額
）
を
提
出
す
る
。

　
　
　
　
　
　

二
月
二
十
五
日
付
け
で
鈴
木
定
幸
議
員（
常
陸
大
宮
市
選

出
）が
、
四
月
七
日
付
け
で
谷
島
洋
司
議
員（
石
岡
市
選
出
）が
辞
職
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
四
月
十
二
日
の
茨
城
県
議
会
議
員
常
陸
大
宮
市
選
挙
区
補
欠
選

挙
で
当
選
し
た
大
瀧
愛
一
郎
議
員
が
、
保
健
福
祉
医
療
委
員
会
委
員
に
選

任
さ
れ
ま
し
た
。

議
会
人
事

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ

て
対
応
す
る
た
め
、
知
事
か
ら
、
国
の
緊
急
対
応
策
に
連
動
し
て
、

県
民
の
命
と
健
康
を
守
り
、
影
響
を
受
け
る
県
内
産
業
な
ど
を

支
援
す
る
た
め
に
必
要
な
予
算
（
令
和
元
年
度
及
び
令
和
二
年

度
合
計
で
約
八
十
一
億
円
）
を
計
上
し
た
補
正
予
算
案
が
追
加

提
出
さ
れ
、
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
年
度
の
主
な
補
正
予
算
事
業
の
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　

令
和
元
年
度
分
（
八
億
二
千
六
百
万
円
）　

①
感
染
拡
大
防
止
策
の
強
化

　

・
入
院
協
力
医
療
機
関
の
空
床
確
保
に
対
す
る
補
助
な
ど

　

・
高
齢
者
福
祉
施
設
な
ど
に
お
け
る
感
染
拡
大
防
止
の
た
め

の
資
材
提
供
に
要
す
る
経
費

②
影
響
を
受
け
る
県
民
生
活
な
ど
へ
の
緊
急
対
応

　

・
生
活
福
祉
資
金
貸
付
金
の
貸
付
原
資
の
積
み
増
し

　

・
特
別
支
援
学
校
な
ど
の
臨
時
休
業
に
伴
う
放
課
後
等
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
の
実
施
に
対
す
る
補
助

　

・
学
校
の
臨
時
休
業
に
伴
う
放
課
後
子
ど
も
教
室
の
実
施
に

対
す
る
補
助

　

・
給
食
中
止
に
伴
う
キ
ャ
ン
セ
ル
で
き
な
か
っ
た
食
材
費
の

補
填
な
ど
に
要
す
る
経
費

　

令
和
二
年
度
分
（
七
十
二
億
八
千
九
百
万
円
）　

①
感
染
拡
大
防
止
策
の
強
化

　

・
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
自
己
負
担
分
及
び
入
院
協
力
医
療
機
関
の
空

床
確
保
に
対
す
る
補
助
な
ど

　

・
高
齢
者
福
祉
施
設
・
障
害
者
支
援
施
設
な
ど
に
お
け
る
感

染
拡
大
防
止
の
た
め
の
多
床
室
の
個
室
化
に
対
す
る
補
助

②
影
響
を
受
け
る
県
内
産
業
な
ど
へ
の
緊
急
対
応

　

・
中
小
企
業
融
資
資
金
貸
付
金

　

・
中
小
企
業
信
用
保
証
料
助
成

　

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
た
中
小
企

業
を
支
援
す
る
た
め
の
融
資
枠
の
拡
充
な
ど

新型コロナウイルス感染症の拡大防止と対策の強化

一般会計予算案（アクアワールド茨城県大洗水族館新館整備事業）の減額修正

減額修正案を説明する委員

お知らせ
　次回の、令和2年第2回定例会は、6
月8日から23日までの16日間の会期日
程で開催される予定です。

月日 曜 議 事 予 定

6.  8 月 議会運営委員会
本会議（開会、知事提出議案説明）

9 火 休会（議案調査）

10 水 休会（議案調査）

11 木 議会運営委員会
本会議（一般質問・質疑）

12 金 本会議（一般質問・質疑）

13 土

14 日

15 月 本会議（一般質問・質疑、議案常任
　　　　委員会付託）

16 火 休会（委員会審査準備）

17 水 休会（常任委員会）

18 木 休会（常任委員会）

19 金 休会（魅力向上に関する調査特別
　　　委員会）

20 土

21 日

22 月 休会（議事整理）

23 火 議会運営委員会
本会議（委員長報告、採決、閉会）
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令
和
二
年
度
四
月
補
正
予
算
案

（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
経
済
対
策
な
ど
）の
概
要

水戸市保健所 水戸市 ☎ 029-350-7650

中央保健所 笠間市、小美玉市、茨城町、
大洗町、城里町 ☎ 029-241-0100

ひたちなか保健所
常陸太田市、ひたちなか市、
常陸大宮市、那珂市、
東海村、大子町

☎ 029-265-5515

日立保健所 日立市、高萩市、北茨城市 ☎ 0294-22-4188

潮来保健所 鹿嶋市、潮来市、神栖市、
行方市、鉾田市 ☎ 0299-66-2114

竜ケ崎保健所
龍ケ崎市、取手市、牛久市、
守谷市、稲敷市、美浦村、
阿見町、河内町、利根町

☎ 0297-62-2161

土浦保健所 土浦市、石岡市、
かすみがら市 ☎ 029-821-5342

つくば保健所 常総市、つくば市、
つくばみらい市 ☎ 029-851-9287

筑西保健所 結城市、下妻市、筑西市、
桜川市、八千代町 ☎ 0296-24-3911

古河保健所 古河市、坂東市、五霞町、
境町 ☎ 0280-32-3021

 

基
本
的
な
考
え
方

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
対
応
す
る
た
め
、

国
の
緊
急
経
済
対
策
な
ど
に
連
動
し
て
、
県
民
の
命
と
健
康
を
守
り
、
影
響
を
受

け
る
県
内
産
業
な
ど
を
支
援
す
る
。

 

補
正
予
算
の
規
模

　

九
百
六
十
三
億
三
千
三
百
万
円

 

主
な
事
業
内
容

①
感
染
拡
大
防
止
策
と
医
療
提
供
体
制
の
整
備
な
ど

　
（
七
十
四
億
九
千
万
円
）

　

・
県
か
ら
の
休
業
要
請
な
ど
に
応
じ
た
事
業
者
に
対
す
る
協
力
金
の
支
払
い

　

・
医
療
機
関
の
設
備
整
備
に
対
す
る
補
助
、
軽
症
者
受
け
入
れ
施
設
の
借
り
上
げ
な
ど

　

・
高
齢
者
福
祉
施
設
・
保
育
施
設
に
お
け
る
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
の
資
材
提
供
経
費
な
ど

　

・
精
神
障
害
者
施
設
へ
の
心
の
ケ
ア
の
た
め
の
医
師
の
派
遣
な
ど

　

・
感
染
が
発
生
し
た
高
齢
者
福
祉
施
設
で
の
応
援
職
員
の
受
け
入
れ
に
対
す
る
支
援
な
ど

　

・
学
校
再
開
後
の
学
習
対
応
な
ど
の
た
め
の
非
常
勤
講
師
の
勤
務
時
間
増
に
要
す
る
経
費

②
県
民
生
活
な
ど
へ
の
支
援
（
十
一
億
八
千
百
万
円
）

　

・
生
活
福
祉
資
金
貸
付
金
の
貸
付
原
資
の
積
み
増
し

　

・
生
活
困
窮
者
に
対
す
る
支
援
員
の
増
員
、
離
職
者
へ
の
住
居
確
保
給
付
金
の
拡
充
な
ど

　

・
中
高
一
貫
教
育
校
、
特
別
支
援
学
校
に
お
け
る
端
末
整
備
な
ど
の
前
倒
し
、
家
庭
用
無

線
環
境
の
整
備

　

・
給
食
中
止
に
伴
う
キ
ャ
ン
セ
ル
で
き
な
か
っ
た
食
材
費
の
補
填
経
費
な
ど

③
県
内
産
業
な
ど
へ
の
支
援
（
八
百
六
十
六
億
六
千
二
百
万
円
）

　

・
中
小
企
業
に
対
す
る
事
業
活
動
の
維
持
に
必
要
な
資
金
の
貸
し
付
け

　

・
国
の
緊
急
経
済
対
策
に
対
応
し
た
融
資
メ
ニ
ュ
ー
の
創
設

　

・
国
の
雇
用
調
整
助
成
金
の
上
乗
せ
支
援

　

・
県
有
施
設
に
お
け
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
自
粛
に
伴
う
キ
ャ
ン
セ
ル
料
返
還
の
補
填
経
費

　

・
県
産
品
の
お
取
り
寄
せ
サ
イ
ト
を
活
用
し
た
県
産
品
販
売
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施

　

・
学
校
給
食
に
お
け
る
県
産
和
牛
な
ど
の
提
供
に
対
す
る
補
助

④
今
後
へ
の
備
え
（
十
億
円
）

舘た
ち　
　
　

静し
ず
ま馬

（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

齋さ
い
と
う藤　
　

英ひ
で
あ
き彰

 

（
県
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
）

田た
む
ら村　

け
い
子こ

（
公　
　

明　
　

党
）

臼う
す
い井　

平へ
い
は
ち
ろ
う

八
郎

（
自
民
県
政
ク
ラ
ブ
）

山や
ま
な
か中　

た
い
子こ

（
日
本
共
産
党
）

●
代
表
質
疑
者

新型コロナウイルス感染症緊急対策に必要な補正予算案について審議・可決

新型コロナウイルス感染症に関する主な相談窓口

令
和
二
年
四
月
臨
時
会

日
程
お
よ
び
概
要

日
程

令
和
２
年
４
月
27
日（
月
）

　

・
開
会

　

・
知
事
提
出
議
案
説
明

　

・
会
派
代
表
に
よ
る
質
疑

　

・
採
決

　

・
閉
会

概
要

　

令
和
二
年
四
月
臨
時
会
は
、
四
月
二

十
七
日
の
一
日
間
の
日
程
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

知
事
か
ら
、
令
和
二
年
度
茨
城
県
一

般
会
計
補
正
予
算
案
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
経
済
対
策
）
な
ど

の
議
案
が
提
出
さ
れ
、
各
会
派
か
ら
、

提
出
議
案
に
つ
い
て
の
代
表
質
疑
が
行

わ
れ
ま
し
た
（
質
疑
詳
細
は
次
号
に
掲

載
予
定
）。

　

今
回
の
臨
時
会
で
は
、
予
算
、
報
告

の
二
件
の
議
案
が
、
可
決
、
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　新型コロナウイルス感染症の症状の疑いのある方の相談窓口

事業者向け休業要請・協力金の相談窓口 中小企業・個人事業主向け融資・助成制度の相談窓口

①県　　　庁　☎ 029-301-3200　受付時間：24時間対応（土・日・祝日を含む）
②県内保健所　受付時間：平日９時～１７時

相談窓口　☎ 029-301-5375
受付時間　９時～ 17 時（土・日・祝日含む）

相談窓口　☎ 029-301-2869
受付時間　９時～ 17 時（平日のみ）

※申請方法は茨城県のホームページをご覧ください。 ※土・日・祝日は以下のメールにて受け付けをします。
【E-mail】chusho-shien@pref.ibaraki.lg.jp

質疑の録画映像は、こちらから
ご覧になれます


